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は し が き 
 
最近の薬物乱用状況は、平成１０年１月に警察庁が「第三次覚せい剤乱用期」にあると

宣言し、次世代を担う青少年にまで薬物汚染が拡大し、深刻な社会問題となっています。 
このようなことから、東京都では、「青少年のための薬物乱用防止対策の推進について」

を東京都薬物乱用対策推進本部で取りまとめ、関係各局と連携を図りながら、青少年に重

点を置いた薬物乱用防止対策を強力に推進しております。 
薬物乱用防止には普及啓発が一つの柱となることから、健康局では平成１０年度から薬

物専門講師を養成し、学校や地域などで実施する講習会の講師として派遣し、薬物の危険

性、有害性などについての正しい知識の普及に努めています。 
さらに、平成１１年度には、青少年が自ら考え、取り組むことを目的とした新たな啓発

対策として、「中学生による薬物乱用防止ポスター・標語の募集」や「薬物乱用防止高校生

会議」をスタートさせました。 
なかでも、薬物乱用防止高校生会議は、高校生の皆さんが薬物についての知識を深め、

その誘惑を排除するために自ら考え、問題を解決していく能力を身につけることと合わせ、

教員の方々が各々の教育現場の実態を踏まえ、薬物乱用防止教育の進め方を考える際の参

考としていただくことを目的として実施しています。 
このため本報告書では、会議の実施経過やその概要について掲載するとともに、実際に

薬物乱用防止教育を行う際に活用できる薬物専門講師の派遣、啓発用資材の貸出しなどの

参考資料を合わせて掲載しております。 
本書が教員をはじめ、保護者や関係者の方々にとって、青少年の薬物乱用問題について

考える契機となり、1 日も早く薬物乱用のない明るい社会が実現することを願っておりま
す。 
最後に、本事業の実施及び報告書作成に当たり、御指導、御協力いただいた都立神代高

等学校、都立狛江高等学校の先生方や教育庁指導部企画指導課の指導主事の先生方、施設

見学に当たり松沢病院の事務局職員の方並びに講師を快くお引き受けいただいたＮＰＯ法

人セルフ・サポート研究所の家族会【はあもにい】田端幸子さん、厚生労働省関東信越厚

生局麻薬取締部中川孝行課長、松沢病院菊本弘次先生ほか関係者の皆様に深く感謝申し上

げます。 
 
平成１６年３月 

 
東京都健康局食品医薬品安全部長 

中 井 昌 利 
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１ 平成15年度薬物乱用防止高校生会議の 

実施要領 
 

 



 

平成 1５年度薬物乱用防止高校生会議の実施要領 

 

１ 目的 

高校生が自ら薬物乱用防止活動に参加し､薬物乱用を身近な問題としてとらえ､薬物の誘惑を排除

できる能力を習得する機会を設けるとともに､薬物乱用防止活動を通して学習した内容や感じたこ

とをまとめ､広く同世代の仲間に発信していくとともに､学校の薬物乱用防止に関する指導に活用す

る手法を構築することを目的とする｡ 

 

２ 参加高校 

  都立高等学校の以下の協力校２校を中心に取り組む｡ 

  神代高等学校(教頭：正角良子・教諭：入谷美和子・教諭：会田明美・教諭：臼井弘) 

   郵便番号182-0003  

調布市若葉町一丁目４６番 (最寄り駅:京王･千川駅) 電話 3300-8261 

  狛江高等学校(教頭：大矢保雄・教諭：都築満・教諭：隈部雅嗣) 

   郵便番号201-8501 

   狛江市元和泉３丁目９番1号 (最寄り駅:小田急･和泉多摩川)電話 3489-2241 

 

３ 実施方法 

  会議の具体的な実施方法については､各校の教諭､教育庁指導部指導企画課指導主事及び薬務課で

協議し決定する｡ 

  事業全般を通じた指導は､各校の教諭が行い､薬務課は､必要に応じて資料の提供､講師による講演

会及び施設見学の手配等を行う｡ 

 

４ 会議の内容 

(1) 生徒の募集 

  都立高の協力校から意欲的な生徒を15人程度募集する｡ 

(2) 会議のスケジュール 

  年 4回程度開催する｡ 

  ア 第 1回 薬物に対する基礎知識の習得(講義等) 

  イ 第 2回 薬物乱用防止対策の現状を深める(体験学習等) 

  ウ 第 3回 学習した内容から同世代に向けたメッセージの検討(発表方法等) 

  エ 第 4回 成果の発表会 

  なお､進行状況により､会議を追加して実施することがある｡ 

  また､｢麻薬･覚せい剤乱用防止運動東京大会｣等での発表の機会を設ける｡ 

 

５ 成果物の活用 

(1) 活動報告 

  ｢麻薬･覚せい剤乱用防止運動都民大会｣での活動発表を行う 

  下記の日時の中で、２０～３０分間発表の時間を設定 

  ①日時：平成１５年１１月２９日（土曜日）午後 

  ②会場：東京都庁内 都民ホール 

(2) リーフレット等の作成 

学習した内容を同世代に発信していく.ためのリーフレット等作成し､都内の高等学校の第1学年

の全生徒に配布するとともに､薬物乱用防止高校生会議の内容を報告書にまとめ､学校の薬物乱用防

止に関する指導に活用する。 

(3) 事業の取組を､健康局のホームページに掲載し､広く都民にも発信していく｡ 

 

 



 

 

 

 

 

 

２ 薬物乱用防止高校生会議の内容 
 

 



 

薬物乱用防止高校生会議の内容 

第１回 薬物乱用防止高校生会議 

 

 平成１５年７月１７日（木曜日）  場所 狛江高校 

 

（１）高校生会議の概要について 

   神代高校、狛江高校の生徒代表１６名が参加。 

   目的としては、高校生が自ら薬物乱用防止活動に参加し、薬物乱用を身近な問題とし

てとらえ、薬物の誘惑を排除できる能力を習得する機会を設けると共に、薬物乱用防止

活動を通じて学習した内容や感じたことをまとめ、広く世代に発信していくことを確認

しました。 

 

（２）家族会の方のお話 

   講師 田端幸子 様（NPO 法人セルフサポート研究所：家族の会「はあもにい」スタ

ッフ） 

   御自分のお子さんの薬物乱用の経緯と、家族の葛藤、ま

た、現在の家族会の活動内容などについてお話を伺いまし

た。参加生徒からの質問にも答えていただき、薬物乱用が

個人の問題ではないという認識が高まり、有意義な時間と

なりました。 

  

（３）今後の活動について 

   学習した内容を同世代に発信していくためのリーフレ

ットを作成し、都内の高等学校の第一学年全生徒に配布す

ること。『麻薬･覚せい剤乱用防止運動』東京大会【１１月２９日（土曜日）都民ホー

ル】での活動発表を行うことを確認。 

 

（４）会議スケジュール及び実施内容 

   各回の開催時期及び実施内容について確認し、年４回実

施する予定。生徒の興味関心のある学習テーマを各校で分

担して調べることにより、体験学習の見学施設の希望場所

と実施時期を検討する。 

 以降は代表生徒が連絡を取り合い、見学場所等を決定し 

ていくことを確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

薬物乱用防止高校生会議 参加者アンケート集計結果 

 

１ 最近、乱用が問題になっている薬物について、あなたが知っている名前がありましたら、該当す

るもの全てに○を付けてください（複数回答可）。 

ア 覚せい剤（エス、スピード、シャブ） １６     イ 大麻樹脂（ハシッシュ）        １６ 

ウ あへん          １５     エ モルヒネ            １５ 

オ ヘロイン         １２     カ コカイン            １２ 

キ MDMA（エクスタシー）       ４     ク MDA（ラブドラッグ）           １ 

ケ LSD            ６     コ 2C-B               ０ 

サ マジックマシュルーム   １１     シ 向精神薬（ハルシオンなど）        ４ 

ス シンナー         １５     セ トルエン             ６ 

ソ キシレン          ０     タ 合法麻薬             ４ 

チ デザインドラッグ      １     ツ ステロイド            ８ 

テ その他           ０     ト 知っているものはない・わからない ０ 

 

１でアに○を付けた方に質問します。 

２ あなたは、覚せい剤についてどのようなことを知っていますか。テレビや新聞、雑誌などで知っ

た知識で結構ですから、この中で知っているもの全てに○を付けてください （複数回答可）。 

ア 覚せい剤は無色の結晶または白色の粉末である                 １０ 

イ 覚せい剤は注射するほかにもいろいろな使用方法がある             １０ 

ウ 覚せい剤を使うと、一時的に気分がスッキリし、疲労がとれたような       １４ 

  感じになる 

エ 覚せい剤が切れると倦怠感や疲労感におそわれる                １１ 

オ 覚せい剤は一度使うと繰り返し使うようになる                 １６ 

カ 覚せい剤を長期間使うと、幻覚や妄想がひどくなり、錯乱状態になる       １５ 

  場合がよくある 

キ 覚せい剤は長期間使用をやめていても、何らかのストレスで幻覚や妄       １０ 

想におそわれることがある 

ク その他（    ）                              ０ 

ケ 知っているものはない・わからない                       ０ 

 

３ あなたは中学校、高校で薬物乱用の授業を受けましたか。該当するものに○を付けてください。 

ア ある（該当するもの全てに○を付けてください（複数回答可）。） 

  学年（中１ ７、 中２ ７、 中３ ７） 

  授業の回数（時間）（１時間 ０、 ２時間 ０、 ３時間 ４、 ４時間 ２） 

 



 

  学年（高１ １０、 高２ ２、 高３ ０） 

  授業の回数（時間）（１時間 ４、 ２時間 ２、 ３時間 ３、 ４時間 １） 

イ ない ２ 

 

３で「ア．ある」と答えた方に質問します。 

４ 授業の内容について、該当するもの全てに○を付けてください（複数回答可）。 

ア 中毒で脳や体がむしばまれる                         １１ 

イ 急性中毒で死亡する恐れがある                         ７ 

ウ 犯罪に巻き込まれる                             １２ 

エ 使ったり、所持したりすることは違法                     １２ 

オ 殺人などの二次犯罪を起こす                          ９ 

カ 日本では第３次覚せい剤乱用期にある                      １ 

キ 依存症があるために薬物を乱用すると止められなくなる             １２ 

ク 薬物乱用の定義                                ３ 

ケ 未成年者で薬物を乱用すると、その時点で個人的成長が止まる           ４ 

コ フラッシュバック現象                             ８ 

サ 薬物乱用・依存の３要因                            ２ 

シ 薬物乱用者は、凶悪な犯罪を起こしやすい                    ８ 

ス 薬物乱用防止キャンペーン                           ４ 

セ その他（             ）                           ０ 

ソ 覚えていない・忘れた                             １ 

 

３で「ア．ある」と答えた方に質問します。 

５ 授業の形式であてはまるもの全てに○を付けてください。 

ア 薬物乱用に関して先生や講師が講義                       ６ 

イ 薬物乱用に関して講師が講義                          ７ 

ウ ビデオで薬物乱用について学習                         ８ 

エ テーマを決めて討論（その時のテーマ：                ）    ０ 

オ テーマを決めて研究発表（その時のテーマ：              ）    １ 

カ シナリオを作成し、上演３（劇の名称：                  ）  １ 

キ その他（           ）                             １ 

 

３で「ア ある」と答えた方に質問します。 

６   授業を受けた感想であてはまるもの全てに○を付けてください。 

ア 授業の内容を理解し、なぜ薬物乱用はいけないか説明できるようになった。     ７ 

 



 

 

イ 友達や知人にしつこく誘われたとしてもはっきり断ることができるように      ９ 

なったと思う。 

ウ 授業を受けたときはわかったと思ったが、内容を忘れてしまった。         １ 

エ 自分には役に立たないと思った。（その理由：      ）           ２ 

オ その他（                    ）                        ０ 

 

７ 大人達は、最近の青少年の薬物乱用を深刻な問題として受け止めています。あなたは 自分や仲

間にとって薬物が身近な問題であると考えますか 

ア そう思う          ３     イ そうは思わない         １３ 

 

８ もし、あなたが仲間に薬物のことで相談を受けたり、自分が誘われたらどうしますか 

【回答から抜粋】 

「仲間に相談されたら、薬物乱用が危険であり違法であることを伝え、絶対やらせない。」 

「相談してきた人が薬物に手を出していたら、警察に行くよう言う。」 

「相談は、自分よりも大人やちゃんとアドバイスできる人に相談させる。」 

「自分の責任で勝手にやってほしい。誘われたら断る。」 

 

９ ８月に薬物依存症者の治療施設を訪問し、医師の話を聞き、施設を見学します。施設で知りたい

内容に○を付けてください（あてはまるもの全て）。 

ア 薬物が身体等に与える影響について                       ３ 

イ 乱用のメカニズム、自分で乱用を止めることが難しい理由について         ３ 

ウ 回復過程について（治療に必要な期間、後遺症など）               ７ 

エ 違法な薬物の使用で受ける社会的な罰について                  ７ 

オ 薬物を乱用するきっかけについて                        ５ 

カ 最近の来院患者数の変化、乱用薬物の傾向について               １０ 

キ その他（具体的に： 患者さんの心境     ）                １ 

 

 



 

第２回 薬物乱用防止高校生会議 

 平成１５年８月８日（金曜日）  場所 都立松沢病院 

【医療現場の見学、取締状況、体に与える影響など学習】 

１ 施設見学  

（１）精神病棟、都立松沢病院の概要 

    この病院は大正８年１１月７日に開設し、昭和６２年には本館管理棟、精神科外来

部門の改修が終わりました。平成３年にはリハビリテーション棟と体育館、プールか

らなるリハビリテーション施設が開設されました。この病院でしている診察科目は精

神科、内科、神経内科、外科、整形外科、脳神経外科、診察放射線科、麻酔科、リハ

ビリテーション科、歯科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、泌尿器科、婦人科にわかれて

います。 

（２） 運営の特色 

ア 身体合併症医療 

       精神科以外にも多くの診療科が開設されており、

院内はもとより他の病院からの依頼に応じて精神障

害者の身体合併症の治療を行っています。 

イ 精神科救急医療  

       東京都の救急医療体制の一環として、夜間、休日

の精神科救急診察を行っています。 

       なお、救急患者は東京都健康局の保健医療情報セ

ンターを経由して受け入れています。 

ウ 専門医療 

       精神科専門医療として、アルコール依存症や老年痴呆のための専門治療病棟が開

設されていて、更にアルコール依存症外来及び集団治療、老年期外来、青年期外来

などの専門外来診察を行っています。 

エ リハビリテーション医療 

       患者の精神障害、身体障害からの回復を促進し、社会復帰を円滑に進めるために、

作業療法、理学療法、言語療法などのリハビリテーション医療を行っています。 

オ 障害者歯科医療 

       精神障害者若しくは身体障害を有し、一般の医療機関では対応が困難な患者に対

しての適切な歯科医療を行っています。 

カ 訪問看護 

       病院を退院し、外来通院しながら生活している患者や家族に対して、療養上必要

な看護指導を家庭訪問によって行っています。 

２ 麻薬取締官の方の講義内容 

  厚生労働省 関東信越厚生局 麻薬取締部 中川孝行捜査一課長 

（１） 薬物取締法で禁止されている薬物 

○麻薬取締法 

① ケシから取れる麻薬        モルヒネ（ヘロイン）、コデイン、デバイン 

② コカから取れる麻薬        コカ葉、コカイン 

③ 医療上の麻薬ではなく幻覚剤   ＬＳＤ、ＭＤＭＡ、ＰＣＰ、２ＣＢ 

○覚せい剤取締法    覚せい剤、覚せい剤原料 

○あへん法      けし、けしがら、あへん 

 



 

○大麻        大麻草、乾燥大麻（マリファナ）、大麻樹脂、液体大麻 

 

（２） 薬物事犯の状況（平成１４年） 

 

検挙者数 

 

覚せい剤      １６，９６１名 

麻薬及び向精神剤     ３１４名 

大麻         １，８７２名 

あへん           ５５名 

 

 押収量 

 

覚せい剤    ４４２．２kg 

ヘロイン     １９．１kg 

コカイン     １７．０kg 

ＭＤＭＡ   ５５，０１８錠 

 

・ 覚せい剤事犯が主流 

・ 青年層（中高生はＨ８年２００人超）の規範意識の低下、携帯電話の普及、使用法

の簡易化（あぶり）、入手方法の変化 

 

（３） 密売人 

イラン人が主、渋谷に８０人程、常時３０～４０人

が縄張りに分かれて６～８人が 1～数名の単位でグル

ープを作り密売 

 

（４） 密入国の手口 

偽造パスポート、不法入国費用８千～１万２千米ド

ル。タイでは、常時２００人程のイラン人が密入国待

ちをしている。 

 

３ 松沢病院の医師による講義内容 

  松沢病院 菊本弘次社会復帰支援室長 

 

最初に薬物乱用は『人生の選択肢をなくす』ということを強調された。続いて・・・ 

 

（１） 薬物依存症とその治療について 

     先生が出会った薬物依存症・精神病の人たちの具体例 

○ 自ら包丁で切腹し総合病院に入院、退院３ヶ月後に

関戸橋から飛び降り、骨盤骨折、半年後には太刀ばさ

みで数回胸を刺した覚醒剤精神病の男性 

○ 市販の咳止め薬を１日３００錠服用し、真冬に素っ 

裸になり警察に捕まった男性 

○ ２回結婚し、２回とも夫を急性薬物中毒でなくした 

覚醒剤依存の女性 

○ 「大麻は安全」と主張し乱用して、結局、抗不安薬・睡眠薬依存になり一人で外

出もできなくなったジャーナリスト 

 

（２） 薬物乱用・依存症の進行 

ア 遊び期 

使用形態    友達に勧められて使用する、集団で使用することが多い。使用

頻度は、多くは週末だけの使用である。 

使用動機    好奇心、友人・先輩からのすすめ、ファッション感覚、家庭や

学校が面白くないなど仲間意識や日常生活に対する不満である。 

 



 

また、ダイエットや疲労回復に効果がある等の誤った認識から

使用を始める場合もある。 

本人の変化   気分が高まりよい気分となる。「これでワルの仲間入り」とな

り自分が強くなった気分になったりするが人格面や社会面での問

題は少ない。薬物使用の翌日は、体のだるさから遅刻や欠席がみ

られることもある。 

周囲との関係  生活や態度も大きく変化しないため家族等に知られることは少

ない、仲間の検挙で初めて本人の薬物使用が家族に明らかになっ

たりする。 

 

イ 常習期 

使用形態    薬物を自ら欲するようになり、進んで使用する。おおむね数人

の集団使用だが単独でも使用するようになる。週末の使用から平

日も使いはじめる。 

本人の変化   二日酔いのような感覚が残る。不良行為が見られる。イライラ

しておこりっぽく、恐喝などの反社会的な行動が出始める。初期

の罪悪感を感じはじめるが、使用欲求の方が高くなり「だれにも

迷惑をかけていない」、「いつでもやめられる」と防衛的な考え

方になる。 

周囲との関係  家族や周辺が本人の状況に気がつき、過干渉になったり、説

得しても効果が得られないことが多い。 

 

ウ 耽溺期 

使用形態    自分から積極的に薬物を手に入れようとする。薬物中心の生

活になる。毎日の使用になり、単独での使用が頻繁になる。 

本人の変化   被害妄想が出現し、妄想に支配されることがある。クラッシ

ュ対薬症状、抑うつ状態などが出現する。薬物探索行動が著明

になり、金に困り窃盗や恐喝をする。 

周囲との関係  家族は問題を起こすことを避けるために先回りして金を与え

ることがある。 

 

エ 依存期 

使用形態    あらゆる方法を使って薬物を手に入れる。終日使用で、さら

に一回の使用量が増加する。 

本人の変化   幻覚、妄想、記憶障害などの精神症状や肝機能障害、体重減

少などの身体症状が出現する。独り言が増え、まとまった会話

ができない。使っていない時は常にうつ状態で、使った瞬間だ

け正常さを感じる。盗みや金銭問題の頻発、暴力行為、孤立な

どの反社会的行動が頻発し、社会的役割を喪失する。 

周囲との関係  家族が本人の行動に翻弄され、疲労困憊し、第３者の介入を

望むようになる。 

 

（３）薬物探索行動・・・薬物を求める行動   

○ 薬物の反復使用により探索行動の強度は増大する。 

○ 薬物によって最大強度は異なる。 

○ 探索行動により強い抑制が働けば薬物摂取はされない。 

○ 自己投与実験サル（薬を欲しがる強さ） 

スイッチがあり最初は一回押すと薬が出てくるが、徐々に回数を多くしないと出て

 



 

 

来ないようにする。薬物によって欲求強度が異なる。 

薬物の種類 スイッチを押し続ける最高回数 

コカイン 

モルヒネ 

アルコール 

覚せい剤 

精神安定 

ニコチン 

１２，８００回 

１２，８００回 

６，４００回 

４，５００回 

３，２００回 

２，０００回 

 

（４）薬物問題を疑った方が良いサインは？ 

○ 親や教師に対する過度の反抗や無断欠席が現れる。 

○ たばこや酒の常用、服装や身だしなみが乱れる。 

○ 家庭内暴力、金銭トラブルを起す。 

○ 感情の不安定、急に元気になったり、暗くなったりする。 

○ 落ち着きがなく、じっとしていられなくなる。 

○ 過剰な警戒心、おびえたような態度をする。 

○ 不自然な食欲不振、不自然な体重減少が起こる。 

○ 道具の存在（注射器、アルミホイル、ビニール袋、ライター） 

 

（５）家族・周囲の対応 

   本人自身が気がつかなければ（底つき）治療回復は始まらない。家族は何をすればよ

いか、何をするといけないのか。 

○ 困ったらまず「相談」 

○ 薬物に対して、監視しない、干渉しない、かかわらない。 

○ 過保護にならない、尻ぬぐいしない。 

○ 周囲の人間自身の身体と財産を守る。 

○ 言ったことは実行し、できない約束はしない、させない。 

○ 家族自身も自助グループに参加する。 

 

 

 

 



 

第３回 薬物乱用防止高校生会議 

 平成１５年８月２７日（水曜日）  場所 東京税関 

 

【水際対策最前線の学習】 

 

１ 税関の仕事 

  まず、最初に税関に関する概要を説明していただいた。 

 

（１）東京税関の歩み 

東京港の税関の歴史は慶応３年までさかのぼり、東

京税関は昭和２８年に横浜税関から独立開設した。 

 

（２）東京税関の管轄 

東京都、山形県、新潟県、群馬県、埼玉県、山梨県、

成田空港及び東京エアーカーゴシティーターミナルを

含んだ千葉県の一部など広い範囲を管轄としている。 

 

（３）税関の役割 

主に、監視（取締）・通関（輸出入手続）・税務（関税）･保税（貿易振興）などの

仕事を行っている。 

 

（４）密輸取り締まり 

社会生活の安全と健康を破壊するけん銃や薬物の密輸入や正常な経済活動を阻害す

る不正な手段の貿易の防止、知的財産権を侵害する偽ブランドやワシントン条約で持ち

込みが規制されている動植物の輸入防止の取締りを行

っている。 

 

２ 税関の見学 

  施設内の見学と、水際取り締まり第一線の現場ならで 

はの展示（実際の密輸方法など）を見せていただき、生 

徒からの質問にも答えていただいた。 

（見学内容の詳細は、学習内容の発表の項目と重なるの 

で省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第４回 薬物乱用防止高校生会議 

 平成１５年１０月２日（木曜日）  場所 狛江高校 

 

【学習した内容、調べた内容の報告と発表方法の検討】 

 

１ 学習のまとめ 

（１）家族会の方のお話 

（２）東京税関の見学報告 

（３）都立松沢病院見学報告 

（４）麻薬取締官の方の講義内容 

（５）松沢病院の医師による講義内容 

（６）薬物利用者の特徴 

（７）薬物と少年犯罪 

（８）薬物乱用による二次犯罪について 

（９）薬物の値段 

（10）薬物の密輸ルート 

（11）薬物の売人の手口 

（12)入手方法 

 

２ 学習して感じたこと、伝えたいこと 

（１）薬物依存の実態 

（２）薬物の危険性 

（３）薬物依存にならないために伝えたいこと 

 

３ 発表の方法 

（１）ディベートの形式 

（２）パネルディスカッションの形式 

 

各校でまとめてきた学習の成果の報告に続いて、テーマは何か、伝えたいことは何かが話

しあわれ、それを受けて発表方法をどのようにするか討議を行った。 

討議の結果、薬物の危険性、強い意志を持つことの必要性を基本テーマにし、各校が調べ

た成果を発表、それについて質問する形で意見交換を取り入れ、学習して感じたこと伝えた

いことは、薬物乱用に対する甘い考えを持たない、一人ひとりが自分の考えをしっかり持ち、

強い意志を持つことの必要性を最後のまとめとして発表することし、以下の流れに沿って役

割分担し、発表台本としてまとめることになった。 

① 見学、講義の内容の報告 

② 各高校で調べたことの発表（意見交換を交える。） 

③ まとめとして感じたこと、伝えたいことを発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第５回 薬物乱用防止高校生会議 

 平成１５年１１月１３日（木曜日）  場所 狛江高校 

 

【各校の発表内容の検討、実際の発表方法について検討】 

 

１ 各校がまとめてきた内容の検討 

  完成原稿にまだなっていないので、補足説明を加えながらの原稿読み合わせ 

発表項目 

（１）家族会の方のお話 

（２）都立松沢病院見学報告 

（３）東京税関見学報告 

（４）乱用される薬物 

（５）クスリが乱用者の手元に渡るまで 

（６）薬物への誘われ方、断り方、薬物の値段 

（７）芸術家などの薬物使用 

（８）乱用者の薬物を辞めるきっかけ、後悔したこと 

（９）薬物と少年犯罪 

（10）まとめ 

 

 

 

２ 本番を想定しての練習 

 

（１） 全体の流れ、発表の仕方を考えながら、舞台上の位置、司会進行役、質疑応答の

方法や発表の順序、パワーポイント使用、発表原稿の時間と質疑応答の時間の検討 

 

（２） 発表原稿案で読み合わせ、原稿の手直し、質疑応答原

稿の作成、質疑応答の立ち位置、パワーポイントの原稿

集め、パワーポイントの作成方法、通し原稿の作成など

検討しながら練習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第６回 薬物乱用防止高校生会議 

 平成１５年１１月２５日（火曜日）  場所 狛江高校 

 

【作成した通し原稿による練習】 

 

通し原稿、パワーポイントも完成し、本番に向け、司会・発表者・質疑応答の読み合わせ

など最終調整しながらの練習を行い、後は、本番を待つだけとなった。 

 

 

シナリオ構成（学習の内容発表） 

１ はじめに 

花岡（狛江）：司会挨拶 

 

２ 見学・講義内容報告 

  笹岡（神代）：家族会の方のお話  

阿部（神代）：都立松沢病院見学報告  

佐藤（狛江）：東京税関見学報告  

 

３ 学習内容のまとめ 

【神代高等学校】 

望月（神代）：乱用される薬物について  

高橋（狛江）：（質問）バッド・トリップとは？  

  望月（神代）：（返答） 

山口（神代）：薬物が乱用者の手に渡るまで  

遠藤（狛江）：（質問）中高生が暴力団と知り合うきっかけは？  

山口（神代）：（回答） 

田村（神代）：薬物への誘われ方、断り方、薬物の値段について 

 

【狛江高等学校】 

河田（狛江）：芸術家などの薬物使用について 

笹岡（神代）：（質問）実際に芸術家の間ではどれくらい薬物が蔓延しているのでし

ょうか？ 

河田（狛江）：（返答） 

宮島（狛江）：乱用者の薬物を止めるきっかけ、後悔したこと 

戸林（狛江）：薬物と少年犯罪について 

原田（神代）：（質問）防止するにはどうしたら良いでしょうか。どう考えています

か？ 

 戸林（狛江）：（返答） 

 

４ まとめ 

  原田（神代）：学習して感じたこと、伝えたいこと 

 

５ 終わりの言葉 

花岡（狛江）：司会挨拶 

 

 



 

第７回 薬物乱用防止高校生会議 
 成果発表 平成１５年１１月２９日（土曜日）  場所 都民ホール 
 

『麻薬･覚せい剤乱用防止運動』都民大会において、学習成果の発表を行いました。 
以下に、そのときの台本に発表風景を重ねて掲載します。 

 

はじめに 

司会（花岡） 

こんにちは、これから私たちが約半年間、見学や講演を

通じて学習したことを発表します。 

当初、私たちの薬物への問題意識はそれほど強いもので

はありませんでした。しかし、この高校生会議という場を

通じて、今まで知らなかったこと、認識不足であったこと

を改めて痛感しました。 

薬物依存症者もつ家族の会の方

からお話を伺ったり、都立松沢病

院では施設の見学や、医師の方から依存者治療の現状を伺い、同時

に麻薬取締官の方から薬物汚染の実態をお話ししていただきました。 

また、東京税関では、施設見学とあわせて密輸防止の最前線での

取組もお話いただきました。 

 このように多くの方々から伺ったこと、自分たちなりに考えたこ

と、そして自分たちで調べ、学習したことをまとめてテーマ別に発

表させていただきます。 

 まずは施設見学・講演の内容報告から行います。 

 最初に家族会の方のお話について、神代高校笹岡君からお願いし

ます。 

 

・家族会の方のお話（笹岡） 

 これからお話しするのは、ＮＰＯ法人セルフ・サポート研究所の「はあもにい」という、

薬物依存症者をもつ家族の会の方から伺ったお話です。 

その話というのは、その方の息子さんについてのお話でした。息子さんは大麻を乱用して

いて、２２歳の時に警察に捕まったそうです。薬物を乱用したきっかけは、周囲の仲間の影

響や、興味本位からだったそうです。それまで息子さんは中学生時代にタバコを吸ったこと

があったということですが、それ以外の非行をするようなことはなかったということです。

なので、家族の方々も息子さんが警察に捕まるまで薬物乱用に気がつかなかったそうです。 

警察に捕まったときには、息子さんは既に薬物依存症に陥ってしまっていて、釈放されて

も薬物乱用がやめられなかったそうです。その後、何年間か外にそのことが知られないよう、

家族の中で解決しようとしたそうですが、息子さんは生活に支障を来しているのにもかかわ

らず薬物乱用を止められなかったそうです。薬を買うお

金ほしさに家族の方にお金を求め、借金を繰り返したこ

ともあったそうです。家に帰ってくるのも着替えや食料、

お金を取りに来るときぐらいだったそうです。そのため

薬物依存症を克服できないまま 2 回目の逮捕につながっ

てしまったそうです。 

このときにＮＰＯ法人セルフ・サポート研究所を頼り、

そこで、薬物に対する正しい知識や薬物依存症者への対

応方法など学ぶことで、最近、息子さんは、自分自身のよくなかったところを自発的に言いだ

 



 

すようになり、親とも話すようになって、生き方を見直すチャンスをもらえたということで

す。現在息子さんは父親と二人暮しをしながら薬物依存症と闘っているそうです。 

以上のようなお話を伺いましたが、薬物の恐ろしさをまだよくわかっていなかった私たち

にとっては、とてもよい勉強になりました。特に、薬物依存症になってしまうとその人が「や

めたい」という意志を持っていても薬物乱用をやめられないという事実は、とても衝撃的で

した。そして、それと同時に、私たち子供だけではなく、親を含む大人の人たちにも薬物に

対する理解を深める必要性があると強く感じました。みんなが薬物乱用はいかに恐ろしいか

を知り、「薬物乱用は絶対にいけないことだ」という認識をもっていれば、薬物乱用もおの

ずと減少していくはずです。 

 
司会（花岡） 

ありがとうございました。続きまして都立松沢病院の見学報告を神代高校阿部さんからお

願いします。 

 

・都立松沢病院見学まとめ（阿部） 
 都立松沢病院では、病棟・作業場・資料館等の見

学をし、麻薬取締官と都立松沢病院社会復帰支援室

長による２種類の講義を受けました。その講義を簡

単にまとめてみました。 

 「薬物乱用に走ってしまう人」についての性格や

家族関係等の傾向はありません。つまり、だれにで

も薬物乱用における危険がふりかかるおそれがある

ということです。 

 薬物依存症には、自分一人の意志だけではコント

ロールできないという特徴があり、よく「一度だけなら大丈夫」ということが問題提起され

ますが、それは大きな間違いです。 

 ある家族の父親が薬物中毒の息子に薬物をやめさせるために、息子と一緒に薬物と戦おう

と自分も薬物を使用したのです。そのいきさつは、父親が息子に「お父さんは、薬をやった

ことが無いから、薬をやっているひとの気持ちが分からないんだ」と言われ、「それなら一

緒に薬物と戦おう」そう言って、父親は、薬物はやめることができる、そう証明しようとし

たのです。父親は学校の教頭でした、だからこそ父親は自らの意志に自信があったのでしょ

う、一度くらいならやめることができる、そう思ったのです。ところが、案の定その父親ま

でもが薬物中毒になってしまったのです。 

 この家族の実例からも分かるように、薬物は一度でもやってしまったらとりかえしのつか

ないことになってしまいます。薬物には絶対に手を出さないことが必要なのです。 

 

司会（花岡） 

ありがとうございました。続きまして東京税関の見学報告を狛江高校佐藤さんからお願い

します。 

 

・東京税関見学報告（佐藤） 

これから、東京税関ついて説明をします。東京税関では、薬物自体のことではなく、薬物

の密輸の仕方や発見の方法について学びました。 

まず、はじめに、密輸の仕方について説明をします。スクリーンを御覧ください。 

 
 
 
 

 



 

                          ◎表示「巧妙化する隠匿手口」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ただいま画面に出ているのは、拳銃部品を靴底に入れ、密輸しようとした写真ですが、同

じようにして麻薬も密輸されています。ほかにも、ボーリングボール、サーフボード、粉ミ

ルクの缶、ぬいぐるみ等に入れられ日本に持ち込まれています。 

次の画面をご覧ください。今画面に出ているのは、大麻樹脂をラップに包んで飲み込み、

密輸しようとした人の体内のレントゲン写真です。大麻樹脂は、一つ約５センチもあります。

これが、５センチの大きさです、こんなに大きいものを１００個以上も体内に入れていたの

です。このように色々な方法で密輸されています。 

次の画面をご覧ください。続いてこれが平成１０年から１４年までのＭＤＭＡという錠剤型の麻薬

の持ち込み件数です。 

              ◎表示「東京税関におけるＭＤＭＡ摘発推移」 

年度によるバラツキは、一度に大量の密輸が摘発

されたりするためですが、税関の方々の努力で他の

色々な薬物も、水際で上陸を阻止されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
          ◎表示「法令による罰則」 

次の画面を御覧ください。 

薬物を所持又は輸出入していた場合、懲役若しく

は罰金の重い処罰が与えられます。覚せい剤、大麻、

麻薬及び向精神薬、あへんの懲役や罰金等の処罰は

表のとおりです。多くの依存者が、薬物購入のため

に自らが販売行為を行うようになるため営利目的

で処罰される人も多いようです。 

さて、密輸はどのようにして見つけられるのでし

ょうか？ 

密輸取り締まりは、税関の監視行政が海港や空港

で行っており、主にファイバースコープや麻薬探知

犬、金属探知器、Ｘ線装置で見つけています。ラップに包んで飲み込んできた場合、飛行機

内等で長時間飲食できないので、顔色が悪いなどの判断でも見つけられるそうです。 

このようにして、税関は薬物が日本国内に入ってこないように、不正な行為を防止すると

 



 

いう重要な役割を果たしています。以上で、東京税関の見学報告を終わります。 

 
司会（花岡） 

ありがとうございました。続いて、私たちが薬物問題について調べ学習した内容を発表し、

意見交換をしたいと思います。 

はじめに神代高校の学習内容を発表します。では、乱用される薬物について、神代高校望

月君お願いします。 

 
・乱用される薬物について（望月）              ◎画面に表示「薬物の種類」 

 それでは、実際に乱用される薬物を紹介します。 

乱用される薬物は大きく三種類に分けられます。 

スクリーンをご覧ください。 

一つ目のアッパーズ、これは興奮剤とも呼ばれます。 

二つ目のダウナーズ、抑制剤とも呼ばれます。 

三つ目のサイケデリックス、幻覚剤とも呼ばれます。 

 
 
 
              ◎表示「アッパーズにあたる薬物その効果と依存に至るまで」 

乱用される薬物の種類

●アッパーズ（興奮剤）

●ダウナーズ（抑制剤）

●サイケデリックス（幻覚剤）

まず、一つめのアッパーズ（興奮剤）についてで

す。スクリーンをご覧ください。覚せい剤、コカイ

ン等がこれに当たります。 

す

消

、薬物依存になってし 

まうことが多いようです。 

 

ヘ

説教を始めてしま

っ

るとこのような感じです。 

ダウナーズを使う人は、最初の陽気な気分を求めて、薬物を繰り返し使用して、依存症に

なってしまいます。 

 

アッパーズ

覚醒剤、コカインなど
効果：

「ハイ」…精力的、神経が鋭敏、眠れなくなる
「ダウン」…だるい、眠い、精神的疲労

アッパーズ（興奮剤）は、簡単に言えば「ハイ」

になるクスリです。精力的になり、神経が鋭敏にな

ったように感じます。絵に表すとこのような感じで

。 

しかし、「ハイ」な状態は短く、その後には、「ダ

ウン」の状態がやってきます。「ダウン」になると、

だるさ、眠気、精神的疲労などに襲われます。絵に

表すとこのような感じです。この「ダウン」を解

するために薬物を使い続けて

◎表示「

次にダウナーズ（抑制剤）の説明に入ります。ス

クリーンをご覧ください。アルコール、モルヒネ、

ダウナーズに当たる薬物その効果」

ダウナーズ
アルコール、モルヒネ、ヘロイン、
アヘン、マリファナなど

効果：
１．恥の「抑制」→陽気に
２．陽気の「抑制」→沈む（泣く、説教魔へ）
３．沈みの「抑制」→眠りへ

ロイン、あへん、マリファナなどがこれに当たり

ます。 

ダウナーズは、アッパーズと正反対の効果をもた

らします。使用すると、まず「恥ずかしい」という

気持ちを抑え陽気な気分になれます。絵にするとこ

のような感じです。続いてその陽気な気分が抑えら

れて、沈んできてしまいます。絵に表すとこのよう

な感じです。泣いてしまったり、

たりします。そして最後には、無気力になり眠っ

てしまいます。絵にす

 



 

◎表示「サイ

では、最後のサイケデリックス（幻覚剤）につい

てです。スクリーンをご覧ください。マジックマッ

シュルーム、LSD、MDMA などが

ケデリックスに当たる薬物その効果」 

サイケデリックス

効果：幻覚

アッパーズのように、気分が高まる
時間の感覚がなくなる
狭い部屋→広く感じる
テレビの映像→立体的に見える
音楽が見える

マジックマッシュルーム、
LSD、MDMAなど

これに当たります。

るかの

よ

そのために、現実がわからなくなり、不安に襲われたり、恐怖を覚える

とがあります。 

 ありがとうございました。今の発表内容について何か質問のある方はいますか？ 

挙手：高橋） 

司

狛江高校高橋さんどうぞ 

質

はどのようなことですか？教えて

ださい。 

司

望月君お願いします。 

返

くないときや過剰摂取などによってもバッドトリップを引き起

すことがあるそうです。 

司

きまして、クスリが乱用者の手元に渡るまでについて、神代高校山口さんお願い

ます。 

・

、売買方法を明らかにすることで、未然に購入が防げ

効果は、ご覧のとおりです。 

 サイケデリックスは特殊なクスリです。テレビの

映像が立体的に見える、音楽が見えるなど様々な幻

覚を見ます。この幻覚は、本当に体験してい

うに「リアル」なものだと言われます。 

サイケデリックスの効果は非常に長く、ものによ

っては、１２時間以上も続くものがあります。さら

に、バッドトリップやフラッシュバックを引き起こ

すものもあります。

こ

 

司会（花岡） 

 

 
（

 
会（花岡） 

 
問（高橋） 
サイケデリックスについて、発表してもらったとき

に、バッドトリップという言葉が出てきたのですが、

バットトリップと

く

 
会（花岡） 

 
答（望月） 

バッドトリップとは、自分の精神をコントロールできなくなり悪い方向へ考えが向かって

しまうことを言います。例えば死への願望やとてつもない恐怖感などです。どのような薬物

でも起こるようですが、サイケデリックスで起こった場合の症状はよりひどいそうです。そ

のほかにも、心身の調子が良

こ

 

会（花岡） 

ありがとうございました。その他何か質問等はありますか？・・・ 

では、続

し

 

クスリが乱用者の手元に渡るまで（山口） 

薬物がどのようにして乱用者の手元に渡るのか調べました。実際に、どのように手に入れ

てしまうのか、興味のある人がいると思います。私たちは、どのように手に入るのかを調べ

ることで、それを断ち切るための方法

 



 

るのではないかと考え調べました。 

 

ギー、オランダなどヨーロッパ

が

密

、大口化しており、

ま

粉をわ

ざ

の方法は、最初の税関見学で報告したとおりで

す

場合、と

いうことで

に

簡

割には及び

ま

剤までいく

と

の

また、外国で購入し、日本へ持ち帰ろうとする例もあります。 

司

ありがとうございました。今の発表内容について何か質問のある方はいますか？ 

挙手：遠藤） 

司

遠藤君どうぞ 

質

と知り合うきっかけ

◎表示「地図」

薬物の密輸ルート

スクリーンをご覧ください。世界地図を簡単にしたもの

です。薬物の大半は国外から入ってきます。覚せい剤は、

紫のまるで囲ってある部分、中国、北朝鮮を中心に、大麻

は、青のルート、フィリピン、タイなどの東南アジアやア

フリカ、オランダから入ってきます。ヘロイン・アヘンは

悪名高い「ゴールデン・トライアングル」と言われる赤の

三角部分のタイ、ラオス、ミャンマーが中心です。コカイ

ンは水色のルート、コロンビア。MDMA などのデザイナード

ラッグは緑のルート、ベル

中心となっています。 

輸される薬物の殆どは「覚せい剤」「大麻」となって

います。ここ数年は密輸が組織化

実際、摘発量だけみると、日本に

た巧妙に隠蔽されています。 

覚せい剤を水にとかしての密輸や、その白い

わざ黒に変えての密輸が行われています。 

密輸

。 

こうして日本に入ってきた薬物は、どのようにして

乱用者の手元に渡るのでしょうか。中高生の

このようなデータがあります。 

  ◎表

 シンナーの欄をご覧ください。シンナーは、５４．

３％とほとんどが友達からとなっています。いか

示「少年院在院生に質問した結果」 

少年院在院生に質問をした結果

シンナー 大麻 覚醒剤

「同性の友達から」

43.4％
「先輩から」

28.6％
「先輩から」

26.0％

「先輩から」

32.8％
「同性の友達から」

22.7％
「暴力団関係者から」

24.0％

「異性の友達から」

10.9％
「暴力団関係者から」

17.4％
「同性の友達から」

23.5％

単に手に入ってしまうかが分かると思います。 

大麻の欄をご覧ください。大麻では、３割弱が先

輩から、約２割が同姓の友だちから、２

せんが暴力団関係者が混じってきます。 

覚せい剤の欄をご覧ください。覚せい

、暴力団が約四分の一を占めています。 

一般の人は、どのように入手するのかというと、

友人、知人、密売人、暴力団関係者からの入手が一

般的です。しかし近年、インターネット・携帯電話

普及に伴って、それらを利用した売買が増えています。 

 

会（花岡） 

 
（

 
会（花岡） 

 
問（遠藤） 
中高生の薬物の入手法について、暴力団関係者から

というのがありましたが、暴力団

 



 

はどのようなものなのですか？ 

司

山口さんお願いします。 

返

つは暴走族又は暴走行為をしている時です。暴

走

ースもあります。

のようにして、中高生は、暴力団や薬物と近くなることがあります。 

司

して、薬物への誘われ方、断り方、薬物の値段について、神代高校田村君お

いします。 

・

どのように薬物へと誘うのでしょうか？初めて使う時には、こんな感じで誘うよう

です。 

 
（

てる

か

けこむこと、仲間意識を強調して

誘

勉強がすごくはかどるよ」などと

誘うようです。 

 

言

ム単位で売買されないのでもう少し安いで

す

法組織に手を貸す

ことになってしまうのです。 

 

 
会（花岡） 

 
答（山口） 

中高生が暴力団と知り合うきっかけは、一

族が暴力団と近いのは周知の事実です。 

もう一つは、公園などでの乱用薬物の販売によってです。シンナーを密売していたのが暴

力団だったという話もあります。また、密売人が暴力団とつながっているケ

こ

 
会（花岡） 

ありがとうございました。その他何か質問等はありますか？・・・ 

 では、続きま

願

 
薬物への誘われ方、断り方、薬物の値段（田村） 

薬物への誘われ方、断り方、薬物の値段について調べてきました。 

実際に

◎表示「誘う言葉」

誘う言葉

● 痩せるよ☆

● ストレス解消にもってこい！

● お金はこの次でいいからね

● みんなやってるから

● 眠気がとれて、勉強がすごくはかどるよ

● 一回だけなら大丈夫

● すごく気持ち良いよ

● 仲間はずれになるよ

以下、感情をこめて） 

「痩せるよ」「ストレスの解消にもってこい」

「お金はこの次でいいからね」「みんなやっ

ら」など。初めは優しく誘うことが多いです。 

中高生の場合は、前の発表でもあったように「同

級生」「先輩」から誘われることが多いようです。

知識の浅さにつ

うようです。 

「1 回だけなら大丈夫」「すごく気持ちいいよ」

「眠気がとれて

  ◎表示「値段」

値 段

薬 物名  1 回 の 使 用 量  致 死 量  末 端 価 格 （ 1 g 当 り ）  
覚 醒剤  0 . 0 2 ~ 0 . 0 5 g  0 . 0 5 ~ 0 . 1 2 g  5 0 , 0 00～ 1 7 0 , 0 0 0 円  
大 麻草  0 . 3 0 ~ 1 . 0 0 g   3 , 00 0～  1 0 , 0 0 0 円  
大 麻樹 脂  0 . 1 0 ~ 0 . 2 0 g   5 , 00 0～  1 5 , 0 0 0 円  
あ へん    5 , 00 0～  1 0 , 0 0 0 円  
ヘ ロイ ン  0 . 0 0 3 ~0 . 0 3 g  0 . 1 ~0 . 3 g  6 0 , 0 00～  9 0 , 00 0 円  
コ カイ ン  0 . 0 1 ~ 0 . 0 5 g  0 . 2 ~1 . 2 g  5 0 , 0 00～  7 0 , 00 0 円  
 

覚せい剤などの薬物ビジネスは非常に儲かると

われています。この価格表を見てください。 

末端価格はご覧のように非常に高価ですが、実際

はグラ

。 

しかし、原価はこの価格の 10 分の 1 から 100 分

の 1 くらいです。だから、このビジネスは儲かるの

です。そして、手を出すことで、自分自身が知らぬ

間にマフィア、暴力団といった違

 
 
 

 



 

  ◎表示「断り方」

断 り 方

・ キッパリ

・ シッカリ

・ ハッキリ

す。 

 

すが、大切なのは「しっかりと

断

着

い

ぐに逃げましょう。明るい方や、人通りの多いところへ。そし

警察に通報しましょう。 

司

容を発表します。では、芸術家などの薬物使

について、狛江高校河田君お願いします。 

・

所

持

くに見えるなど、様々

な

ても好きになったり、また、逆に好きな曲がとてもつまらなく

な

たことを考えると現代の音楽の多くは薬物に

寄附をしたり、ボブ・マーリーはがんで死ぬまで黒人差別からの解放

と引き換えに理性、妻、子供、家族、地位、

てまで、自分の生きた証をしるそうとすることに矛盾を感じずには

られませんでした。 

司

いました。今の発表内容について何か質問のある方はいますか？ 

最後に断り方です。 

誘う人は、友人、先輩と知り合いからまったく知

らない人まで様々で

る」ことです。 

「いらない」と簡単な短い言葉でも大丈夫です。

あいまいな態度を見せると、つけこまれてしまいま

す。出来るのであれば、理由をつけて、更にはっき

り断るのがいいでしょう。「薬物は一度使うとまた

使いたくなるからいらない」というように。落ち

て、感情的にならないように断りましょう。 

相手がプロの可能性もあります。その場合は、まず話さない。話し掛けられても無視。相

手が強硬な態度に出たら、す

て

 

会（花岡） 

ありがとうございました。今の発表内容について何か質問のある方はいますか？ 

無いようですので、続いて狛江高校の学習内

用

 

芸術家などの薬物使用について（河田） 

芸術家などの薬物使用について発表させていただきま

自分は「薬物を使用する芸術家」をテーマに音楽か

ら絵画、サッカーなどのスポーツまで範囲を広げて調

べました。サッカーでは、マラドーナ選手が薬物を

・使用して日本への入国を拒否されています。 

薬物使用者の体験談などによると視覚に与える影響

は見ているものがホログラムのように見えたり、ゆが

んで見えたり、奥行きがとても速

視覚効果があるようです。 

現代に名を残す画家の何人かも薬物を使用していた

ことからもどういう状態か想像できるでしょう。聴覚では楽曲がパート別に独立して聞こえ

たり、普段好みでない曲がと

ってしまったりします。 

名高い作曲家やビートルズのメンバーのポール・マッカートニーやレゲエミュージックの

教祖ボブ・マーリーが薬物を所持・使用してい

よって築かれた世界のように感じられます。 

 薬物使用者のすべてが狂っていると偏見を持つ人がいるそうですが、それは間違いです。

薬物使用者のなかでも自分の考えを持って行動する人もいます。ポール・マッカートニーは

動物実験反対のために

を訴え続けました。 

 しかし、薬物を使用することによって得る感性

名声、命までも失った人は少なくありません。 

 自分の人生を投げ出し

い

 

会（花岡） 

ありがとうござ

 



 

（挙手：笹岡） 

司

笹岡君どうぞ 

質

はどれくらい薬物がまん延

し

また、実態はどのようになっているのでしょうか？ 

司

河田君お願いします。 

返

も過言

はありません。近年の日本の芸能界の話も氷山の一角と分析するひともいます。 

司

者の薬物を止めるきっかけ、後悔したことなどについ

、狛江高校宮島君お願いします。 

・乱用者の薬物をやめるきっかけ、後悔したこと等 （宮島）

り抜け出す事の困難な依存症になってし

ま

実刑判決を受けた後

め続けることができるには

快感と引き替えに、心と体の

康だけでなく人生そのものを失ったことを訴えています。 

 
会（花岡） 

 
問（笹岡） 
芸術家など薬物使用について発表してもらったので

すが、実際に芸術家の間で

ているのでしょうか？ 

 
会（花岡） 

 

答（河田） 

とても難しい質問なのですが、実態はわかりませんが、近年日本の芸能界でも違法薬物の

所持・使用によって警察に検挙される事件も度々あり、「まん延している」と言っても過言

ではありません。海外のアーティストでも薬物使用歴がある、薬物を使用しながらレコーデ

ィングを行ったなどのオフレコトークがあるなど世界中でもまん延していると言って

で

 

会（花岡） 

ありがとうございました。何かほかに質問のある方はいますか？ 

無いようですので、続いて薬物乱用

て

 

 

薬物の特徴を調べたところ、薬物の問題点は、程度

の差こそあれ、皆依存性が高いことがわかりました。

薬物はその使用頻度、量共に次第に増えていくのが一

般で、多くの乱用者が酒・たばこからシンナーへ、シ

ンナーから大麻・覚せい剤等へとより強い効果を求め

るにつれ、よ

います。 

このように進行した状況になると、ほとんど自分の

意志により薬物を辞めることはできないようです。多くの場合は見かねた家族が最初は医療

機関に連絡し、通院又は入院という形で、一時的に薬物を止める。しかし、その後また乱用

を繰り返し、幻覚や妄想などの症状が悪化し、ついには麻薬取締官に逮捕されてしまいます。

この時点で薬物を断ち切ることのできる人はまだ良い方で、多くの人が

も再犯を繰り返しています。 

 薬物依存の恐ろしいことは、多くの依存者が薬物と手を切るには入院又は逮捕という強制

力を必要としていることです。自分の意志では止められないことです。様々な事例を調べた

結果、止めるきっかけの多くは補導・逮捕されることであり、止

家族や親しい友人、恋人などの強い支えが必要に感じました。 

 次に後悔したこととして、手記などに多いのが、「１回だけなら」と思って薬物を使用し、

薬物依存になってしまったこと、また皆、一様に薬物の一時的

健

 

 



 

司

無いようですので続いて薬物と少年犯罪について、狛江高校戸林君お願いします。 

・

法犯中、つまり犯罪を犯

し

れが引き金となり、

購

、スーパーで高級なお酒を万引きし、無職の男

性

日に８２７件

起こっているというのが、今の東京の犯罪状況となってしまっています。 

司

ありがとうございました。何か質問のある方はいますか？ 

挙手：原田） 

司

原田君どうぞ 

質

少年犯罪を防止するためには、どのようにしたら良いと思いますか？ 

司

戸林君お願いします。 

返

惑わされ

な

れがとれる

そ

動の裏には落とし穴が絶対に待っているのです。そして家族にも注

意

会（花岡） 

ありがとうございました。何か質問のある方はいますか？ 

 

薬物と少年犯罪について（戸林） 

少年犯罪と薬物の関連性について発表させていただきます。 

平成１４年中で、非行少年として検挙、補導された少年は、全刑

たすべてのひとのうち、なんと、１０人中３人もいるのです。 

その理由として、薬物乱用があります。シンナーはビンに入った物で、２０００円程度で

すが、覚せい剤になると前に紹介があったとおり１ｇ５万円前後もします。覚せい剤はもと

より、シンナーも依存症になってしまうと、それにかかる費用は巨額となり、僕らみたいに

固定収入のない若者にとってはとても高い買い物になってしまいます。そ

入代金を得るために、犯罪行為に走る少年も少なくないと思います。 

例を挙げると、無職の男性が１５歳、１６歳の少年に「シンナーよりもいいものがあるよ。」 

と持ちかけ、月２回ほどただで覚せい剤を注射していたが、１年後注射１回につき１万円程

度を要求し始め、払えなくなった少年たちは

がスナックなどに売っていたそうです。 

このような万引き、路上強盗などの少年の割合は約６割までとなっています。 

平成１４年中の東京都内の犯罪は、１分４４秒に１件、１時間に３４件、１

も

 

会（花岡） 

 
（

 
会（花岡） 

 
問（原田） 

 
会（花岡） 

 
答（戸林） 
少年犯罪を減らすためには、自分自身が好奇心から薬

物に遊び半分で手を出さないように心掛けることが必要

だと思います。疲れがとれる、ダイエットにいい、と密

売人が言ってくるそうですが、そういう言動に

いようにする知識を持つべきだと思います 

確かに、疲れがとれるというのは、最初は、薬物の効能が効いているうちは疲

うですが、効能が効かなくなるとそのつけがあとからやってくるそうです。 

ダイエットにいいというのは、確かに痩せるそうですが、それは食べ物が食べられなくな

るからなのです。甘い言

する点があります。 

まず、子供の日常生活に関心を持ってあげてください。そして家族も一緒に薬物の有害性、

危険性について学び、子供に教えてあげてください。子供は一人だけじゃなにも出来ないの

 



 

です。家族が子供を支えてあげてください。子供が非行やぐれるのを防止するには、家族の

にかかっていると思いました。 

司

だこと、そして多く

同世代に訴えたいことをまとめて、神代高校原田君お願いします。 

・

話させていただきます。 

たのですが、また乱用してしまいました。薬物は“意志”の力ではやめられないのです。 

。

は

東京税関

へ

を助けるためという強い意志を

持

し

丈夫だろう。」と

い

す。なによりも楽しいものが「薬物」、そして薬物を通じたものになってしまうの

で

いくのがと

て

物よりも楽しいことが、素

晴

題の根源に、なにがあるのか。

そ

多さです。今以上に、教育を中高生にとどまらず大人にもやって

力

 

会（花岡） 

ありがとうございました。何かほかに質問のある方はいますか？  

無いようなので、それでは最後に、高校生会議を通じて私たちが学ん

の

 

まとめ（原田） 

薬物乱用防止高校生会議を通じて、まとめということで

私達は、この会議を通じて様々なことを学びました。 

この会議の初め、顔合わせのときに、薬物を乱用してしまった息子さんを持つ母親の話を

聞きました。その方の話によれば、息子さんは、一度は、「やめよう！」と心にかたく誓っ

この話を聞いて、私は、依存症者を持つ家族へのケア

またサポートがまだまだ日本では足りないと思いました

もし、あなたの家族が薬物を乱用して依存症になってし

まっていたら、どうすればよいかわかりますか？ 私に

、この話をきくまでまったくわかりませんでした。 

それから私達は、知識を深めるために様々なことを調

べました。また、夏休みには、都立松沢病院、

行き、そこで講義をいくつか受けました。 

そのなかでも印象的だったのが、松沢病院での講義で

す。教職者、しかも教頭という立場にある人が薬物に手を出してしまったのです。「１回だ

けなら大丈夫」と思ったのでしょう。また、その人には息子

っていました。しかし、依存に陥ってしまったのです。 

依存症に意志は関係ありません。“依存症”とは、ひとつの病気なのです。病気には、正

い対処が必要です。そのことが日本では、まだ知られていないのではないかと感じました。 

今、中高生の 10 人から 20 人に 1 人は「薬物は、一回だけぐらいなら大

う認識を持っています。これは、大変な誤りです、そして危険です。 

薬物を一度でも使ってしまうと、99％は使う前に戻れません。人生が薬物中心になってし

まうのです。スポーツ、勉学、音楽、読書、友人と話すことまでもすべて楽しくなくなって

しまいま

す。 

使う前に考えてみてください。その一回で、二度と戻れないのです。使いそうになってし

まったら、考えてみてください。スポーツが楽しいはずです、身体を動かすことが、音楽を

聴くことが、奏でることが楽しいはずです。勉強や読書で、新しいことを学んで

も楽しいはずです。友人や家族と一緒にいることがどれほど楽しいことか。 

もし、使いそうになっている時に、その楽しさがなくても、皆さん、必ず「可能性」があ

ります。人生は、だれにも予測が出来ません。どうなっているのかわからないのです。しか

し、薬物に手を出すと、それらの可能性は消えてしまいます。薬

らしいことがあるということを絶対に忘れないでください。 

私達は、この社会において大人という立場にある人達にもこの問題を軽視しないで欲しい

と思います。少年犯罪、非行、そして薬物乱用、これらの問

れを考え、そして直していってもらいたいと思います。 

日本では、確実に教育が足りません。それは、私たちが最初に受けた家族会の方の話や、

「一回だけなら大丈夫だろう」と思っている中高生の多さ、そして大人。「一回だけなら大

丈夫」と思っている大人の

 



 

 

も

る

だ

滴が落ち

と輪が広がります。その輪のように、薬物の乱用を食い止めていきましょう！ 

司

、私たちの薬物乱用防止高校生会議の成果発表を終わります。ありがとうございま

た。 

  

 

都立神代高校の皆さん           都立狛江高校の皆さん 

らいたいと思います。 

最後に、薬物の乱用は絶対にＮＯです。人生をふいにしないでください！そして、ふいに

しようとしている人に、注意をしてあげてください。薬物は、だれのためにもなりません。

悪に加担してしまうのです。みんなに迷惑をかけるだけです。それ以外の楽しさがつぶれ

けです。残念ながら、そのことに気付いてない人は世の中にたくさんいるようです。 

私達は、そのことをあなた方に伝えました。次は皆さんから周りの人へ。水面に

る

 
会（花岡） 

以上で

し

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

３ 薬物乱用防止高校生会議作成リーフレット 
 

 





心のすきまから…�

こんな理由で…�
・ 友達、先輩に誘われた�
・ ストレス、疲労から逃れたい�
・ 好奇心から�
・ 酒・タバコよりも強い刺激・快感を求めて�

こんな言葉で…�
・ やせるよ ・気持ちいいよ�
・ タダでいいから ・疲れが取れるよ�
・ 一回だけなら大丈夫！ ・嫌なことが忘れられるよ�
・ ハッパ、エス、コークなどの呼び名で騙す�

こんな薬物を…（呼び名）�
・ 覚せい剤（シャブ・エス・スピードなど）�
・ 大麻（チョコ・ハッパ・ハシッシュなど）�
・ シンナー（アンパン・ジュントロなど）�
・ コカイン（コーク・スノウ・クラックなど）�
・ MDMA（エクスタシー・バツ・Xなど）�
・ LSD（アシッド・ドラゴン・フェニックスなど）�

写真提供�

③ 大麻樹脂�② 乾燥大麻�① 覚せい剤�

④ 麻 薬（MDMA）�
⑤ 麻 薬�
　（マジックマッシュルーム）�

①～④　厚生労働省関東信越�
　厚生局麻薬取締部�
⑤　東京都健康局�

こんな理由で…�

こんな言葉で…�

こんな薬物を…（呼び名）�

エックス�



身近な乱用�

高校生が事件を起こすことがあります。�
下に掲載したのは実際にあった事件です。�こんな理由で…�

こんな言葉で…�

こんな薬物を…（呼び名）�

大麻で高校生4人逮捕�
　大麻取締法違反の疑いで、１人が譲渡の容疑で、3

人が所持の容疑で高校生4人が逮捕され、乾燥大麻合

計84グラムや大麻吸引器具が押収された。また、大麻

を譲り受けたとされる男子高校生2人も同法違反の疑

いで、任意で取り調べを受け、6人はともに容疑を認めて

いる。�

　高校生は、数校の高校に通う１～3年生の友人同士。�

　このうちの１人が自宅近くの原野に自生している大麻

草を採取し、友人１人に2回にわたり、合計約400ｇを無

償で譲り渡した疑い。�

　大麻草を譲り受けた友人は、大麻草を乾燥させ、自宅

に約54ｇを所持していたほか、自宅や路上で、友人4人に、

20～30ｇずつ１000～3000円で譲り渡していた。このう

ち2人の自宅から乾燥大麻が見つかっている。�

�

下の1～3の状況は「乱用」になると思いますか？�
1 高校生のＡ君は、学校帰りに駅の喫煙コーナーでたった1本だけタバコを吸って
いる。�
2  Ａ君は友達と打ち上げをして、そこで酒をちょっとだけ飲んだ。�
3 Ｂさんは、風邪にかかったので、病院で薬を処方してもらった。1回1錠だったが、
早く直したくて2錠ずつ服用した。�

答え…すべて「乱用」になります。乱用は非常に身近にある問題なのです。また、こういったこと
が更に強い薬物（覚せい剤や大麻など）の「乱用」のきっかけになります。乱用とは「薬
物を社会的許容から逸脱した目的や方法で自己使用すること」です。�
1と2の場合は法律に違反（社会的許容から逸脱）しているから「乱用」です。3の場合は
間違った方法で自己使用しているので「乱用」になります。自己判断で薬の量を増やして
も良い結果が出ず、害が出て大変危険です。そのため薬は用法・用量が決まっています。�



 

 

った問題ではなく、だれにでも起こりうる病気の一つであると共に、家族・友人・社会を

巻き込んでしまう危険な問題であるという認識を深めることができた。 

 さらに、都民大会での発表に向けて学習を深めることにより、一人ひとりが自らの言葉

で薬物乱用への警鐘を訴えていくことができるようになった。 

今回の会議を通じて、両校の生徒同士の交流が深まったことは、今後の生徒会活動など

様々な面でよい経験となった。 

 

３ 高校生への薬物乱用防止教育の意義 

  若者が集まる繁華街で簡単に、しかも安価に薬物を入手できる現在。様々な脱法ドラッグ

も横行し、ファッション感覚で手を出す若者。従来の薬物は一部の特別な人のモノ、という

認識もなくなり、薬物へのハードルが低くなっている。未来を担う青少年から人生の選択肢

を奪う薬物乱用を防止するには、彼ら自身に正しい知識を与える予防教育が必要である。 

  周囲の誘いに流されず、『ダメ、ぜったい！』と言える力を身に付けるには、青少年にか

かわる学校･家庭･地域を含めた社会全体での取組を継続していくことが不可欠である。 

  この高校生会議に参加した神代高校と狛江高校の生徒達が、今後予防教育の普及者として

の一翼を担ってくれることを期待すると共に、高等学校における薬物乱用防止教育のより一

層の充実が必要であると認識している。 

 

 



 

 

 

 

 

 

５ 薬物乱用防止高校生会議に参加しての感想 
 

 



 

薬物乱用防止高校生会議コーディネーター 

 
教頭 正角良子（都立神代高等学校） 

以前より薬物乱用防止高校生会議には関心があり、「どのようにして、この

高校生たちが選ばれているのだろうか」と思っていたところようやく本校にも

声がかかりました。 

薬物乱用防止については、科目「保健」の授業で指導しています。しかし、

薬物の本当の恐ろしさを伝えるには、授業だけでは難しいと感じていました。

今回、本校の生徒たちが学習する機会を得、自分たちで考え行動し、メッセ

ージを発信できたことは本当に有意義であったと実感しています。御指導いた

だきました関係諸機関の皆様には厚くお礼申し上げます。そして、今後、１校でも多く会議に参

加されることを心から願っております。 

 

 
教諭 入谷美和子（都立神代高等学校） 

薬物乱用防止高校生会議での一つ一つの積み重ねが、都民大会でのきりっと

した発表になったと思います。「薬物乱用は絶対ダメ」と結論はわかっていて

も、何故？どうして？ということが理解できないと心から訴えることが出来ま

せん。 

松沢病院や税関の見学、体験者の親や現場の人からの話を聞いたり、自分達

の手で調べどう発表するかまとめる中で、身近な問題となってきました。同世

代だけでなく、大人達への呼びかけともなったのはその成果だと思います。こ

の会議での経験が、学校や地域へと広がることを期待しています。 

 

 
教諭 会田明美（都立神代高等学校） 

強い危機感を持たない高校生に対しての薬物乱用防止教育は、私の健康教育

の課題であります。薬物乱用防止高校生会議で生徒といっしょに学習する中で、

①啓発活動の大切さ②仲間やメディアなどの社会的圧力に対するスキルの獲得

の２点がポイントであると再確認しました。 

また、私は、薬物問題は、基本的には、心の問題であると思います。薬物に

引かれる人は、孤独感が強く、自己否定的で、対人関係が下手、その上、良心

が育っていず罪悪感もないことが多いです。家庭・学校・社会が、子ども達の

心の教育、人格教育に努力することが何よりも大切であると思います。 

 

 
教諭 臼井弘（都立神代高等学校） 

現在、薬物について青少年を取り巻く環境が依然として厳しい情勢にあるな

か、この薬物乱用防止高校生会議の活動は重要なものだと思います。今回、こ

の会議に参加した生徒達は、いろいろな活動を通して薬物に対する有害性・危

険性についての知識をより確かなものにし、自らの意志決定・行動選択に生か

すことができるようになったと思います。 

また、活動の中でいろいろな施設の見学や講義は薬物の「真の恐ろしさ」を

実感し、薬物入手の可能性等薬物を取り巻く環境が厳しい状況にあることを理

解できたと思います。だからこそ、同世代の仲間に対して薬物乱用の「真の恐ろしさ」を発信で

きるのだと信じています。 

私自身、この会議を通じて多くのことを学ぶことができたことを感謝し、今後の薬物乱用防止

教育に役立てていきたいと考えています。 

 



 

 
教頭 大矢保雄（都立狛江高等学校） 

青少年による薬物乱用の増加傾向とともに、その低年齢化が深刻な問

題となっている。 

今年度、神代高校と本校の生徒が薬物乱用防止高校生会議に参加し、

家族会の方の講演、都立松沢病院での講義・見学、東京税関の視察、調

査研究、麻薬・覚せい剤乱用防止運動都民大会での発表など真剣な取り

組みを通じ薬物乱用防止について一層の認識が深まったと感じた。何が

正しく何が悪いか一人ひとりが自らを律するべきだが、これらの課題解決のためには家庭、大人

社会が範を示す必要がある。ＭＤＭＡがはびこるのを阻止できればと願う。 

今回、御指導いただいた薬務課の方々に感謝いたします。 

 

 
教諭 都築満（都立狛江高等学校） 

本校でこの薬物乱用防止高校生会議に参加した生徒達は、１学年時に

薬物講習会でダルクの方より講演をして頂き、「薬物依存」の怖さにつ

いてある程度の認識は持っていましたが、さらに今回、薬物問題の様々

な現場を見聞し、自ら学習する機会を得たことは大変貴重な経験でした。

自分たちとは別世界のモノという認識から、誰にでも起こりうる「薬物

依存」という認識に至り、「薬物依存」の恐ろしさを認識する事の大切

さと、何よりも最初の接触を拒む勇気の必要性を深く心に留めたことと思います。 

より簡便に入手可能となっている、今日の薬物から青少年を守るには、こうした予防教育の普

及が何よりも大切であることを生徒共々、改めて認識しました。 

 

 
教諭 隈部雅嗣（都立狛江高等学校） 

 今回の平成１５年度の薬物乱用防止高校生会議に参加できたことは、

今後の教員生活に大変意義のあることだと思います。４月に教員になっ

たばかりで、力不足でしたが、高校生と一緒に学ぶことができたこと、

また都立神代高校の先生方や企画・運営を担当された東京都健康局薬物

担当の方々と薬物乱用について考える場を持てたことは貴重であったと

思います。私は、今後保健の授業で薬物乱用の内容に取り組むときに、

今回学んだことを、生徒達に伝えていきたいと思います。そして、少しでも薬物乱用の防止に役

立ちたいと思います。 

 

 

薬物乱用防止高校生会議参加の皆さん 

 

 原田翔（都立神代高等学校２年） 

 情報は躍り、私たちは躍らさ

れる。正誤、善悪の判断は難し

くなり、誤った情報がまかり通

るようになった。薬物乱用でも

同じことが言える。一度だけな

ら、ダイエットに、やめようと

思えばやめられる、など。私は

会議を通じて、改めて情報の取捨選択の大切さ

を感じた。そして、出来るだけ早く、薬物の正

しい情報を伝える必要があると思った。 

 

 河田光一（都立狛江高等学校２年） 

 この薬物乱用防止高

校生会議に参加して普

段できない体験ができ

ました。薬物の使用が

様々な事件の原因にな

っていることも学べま

した。ＴＶを通して薬物乱用防止を訴えたりも

しました。自分たちの行動が一人でも薬物使用

者を減らすことにつながればいいなと思いま

す。 

 



 

 

 田村岳（都立神代高等学校２年） 
 僕はこの会議には、あまり乗

り気ではありませんでした。世

間にあまり関心の無いことと思

っていたからです。しかし、発

表会場には沢山のお客さんが入

っていて、とても有意義なもの

になったと思います。この関心

が多くの人に広がっていく、そんな希望が持て

ました。 

 

 

 佐藤香織（都立狛江高等学校２年） 

 薬物乱用防止高校生会

議に参加したことで、薬

物の種類以外にも人の手

に渡るまでのルート、又

密輸の仕方など様々なこ

とを学びました。そして

改めて、薬物の怖さを知りました。都庁で発表

をしたことも、とても貴重な体験になりました。

 

 

 望月志門（都立神代高等学校２年） 
 自分なりの薬物乱用に対する

考えを持ってこの会議に参加し

たけど、大きな誤解をしていま

した。それは考えていたよりも

身近な問題であること、一度で

も乱用してしまうと元には戻れ

ないこと。薬物の誘惑に負けな

いよう多くの人にこの問題を真剣に考えてほし

いと思いました。 

 

 

 酒井美沙絵（都立狛江高等学校２年） 
 授業の一環として薬物

を少し勉強したことはあ

りましたが、自分たちで

調べ発表するということ

をやって、又新たに色々

なことを知る事が出来ま

した。神代高校の方々と交流をすることも出来

たので、この高校生会議に参加して良い経験が

出来ました。 

 

 

 阿部なほみ（都立神代高等学校２年） 

 高校生会議を通じて学んだこ

とは、それまで半ば自分とは無

縁、他人事としていた私を驚か

せることばかりでした。決して

他人事ではないということを実

感しました。他人事と思ってい

る人は他にも沢山いると思いま

す。そういう人達にこの活動の願いが伝われば

と思います。 

 

 

 花岡志おり（都立狛江高等学校２年） 
たまたま私たちが生徒

会役員をやっているとき

に、たまたまうちの学校

が選ばれて、そういう偶

然が重なって、私たちが

このメンバーで一つのこ

とに取り組めたのは、すごい運命的だと思いま

す。ドラッグについてたくさんの知識を得られ

た事もいい経験ですが、それよりも高校生会議

を通じて、色々な人と出会えたことがとても大

きな経験でした。 

 

 

 山口華子（都立神代高等学校２年） 
ただ一言「大変でした」。で

も、とてもいい経験になりまし

た。施設見学、お話をしてくれ

た方々、発表に携わった方々な

ど、皆さん本当にお世話になり

ました！そして狛江の皆さんお

疲れ様でした！最後に・・・「薬

物は絶対に NO です！！」 

 

 

 高橋絵美（都立狛江高等学校２年） 
 今回の薬物乱用防止高

校生会議に参加できて良

かった。薬物の恐ろしさ

について、より詳しく知

ることができ、また、た

くさんの人と話し合えて

良かった。 

 

 



 

 

 

 笹岡隆一（都立神代高等学校２年） 
 この会議に参加した理由は、

ただの興味本位だったのです

が、講師の方々のお話や施設見

学、学習を通じ、薬物乱用の恐

ろしさを身にしみて感じまし

た。そしてその恐怖は決して自

分たちから遠くかけはなれた所

にあるのではなく、すぐそこにあるのだという

ことも学びました。だからこそ、自分たちには

薬物を勧められても、きっぱりと断ることが必

要です。決して薬物乱用をしてはいけない。そ

の意味を、この会議を通じて理解できたと思い

ます。 

 

 

 遠藤隆史（都立狛江高等学校２年） 
 僕は、薬物について勉

強して、薬物は自分の意

志では止められないんだ

な、と思いました。しか

し、松沢病院に行ってみ

ると、止められる人がい

るといいます。それはやはり、薬物を止めさせ

ようと努力する人達の力で、患者さんが立ち直

るきっかけになるためです。他人より、家族や

友達などの親しい人が勇気を持って、『ダメだ

よ。』と言ってあげてください。それが立ち直

る第一歩です。 

 

 

 湯本浩章（都立神代高等学校１年） 
 会議では、薬物に関するいろ

いろな事が話されました。その

中でも私が特に印象に残ってい

るのが「薬物はたった一度でも

逃れられない」と言う事が本当

だったとわかった時です。私は

初めこの事を信じていませんで

した。しかし、話を聞いて薬物の本当の怖さを

知りました。私は、この話をもっと多くの人に

信じてほしい。そして、薬物の防止に協力して

ほしいです。 

 

 

 戸林浩貴（都立狛江高等学校２年） 
 今回の薬物防止会議

にて、僕は薬物に関する

考え方・知識を色々得

て、そして一つ一つの問

題について考えさせら

れました。薬物使用者の

気持ちや、家族の苦しみも少しわかったような

気がします。薬物の怖さをさらに知って、そこ

から導き出す答えはただ一つ 

『薬物は絶対に NO！』です。 

 

 

 古村卓思（都立神代高等学校１年） 
 自分の意志で生きている僕ら

は、行動範囲を広げて行くに連

れていろいろな物に興味をもっ

ていく。自分のことは自分で決

めよということはとても大切な

こと。けれど薬物やドラッグに

関しては使用することで周りの

人、仲間に迷惑をかけることになるということ

を知り、この事実を高校生はもちろん、すべて

の人に知ってもらい、薬物乱用をする人がいる

という実態がなくなってほしい！ 

 

 

 

 宮島進一郎（都立狛江高等学校２年） 
 僕は薬物の高校生会議

を通じて、薬物の特徴や

効力を本で調べたり、松

沢病院や税関に行った結

果、薬物は脳が依存し、

それから身体が依存して

いくこと。一度やったら脳が依存してしまっ

て、二度と止められないことが解りました。大

変勉強になったと思います。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

６ 参考資料 
 

 



啓発資材と申込先                     平成１５年１２月１日現在 

ビデオテープ 

（１～１７番のビデオは、貸出しの要望が無くなったため、リストから削除させていただきました。） 

番号 題名及び制作会社 制作年 時間 内容 

１８ 恐るべき覚せい剤 
東映㈱ 

平成8年 21分 若者への薬物汚染が深刻化しているなかで、青少年の

覚せい剤汚染の実態、心身に与える影響、社会に及ぼす

影響などを描き、青少年の薬物乱用防止を強く訴える。 

１９ 手を出さない ぜったいに―
薬物乱用の恐怖― 

㈱東京シネビデオ 

平成8年 29分 薬物乱用問題が深刻化しているなかで、薬物乱用に対

する正しい知識を身につけ乱用薬物に絶対手を出さない

という強い意志を持つことを訴える。 

２０ 人間やめますか！？―魔の
覚せい剤― 

東映㈱ 

平成8年 26分 覚せい剤乱用は、今や低年齢層まで蔓延している。そ

の恐ろしさを知っていれば誘惑に負けなかっただろうが、

何も知らない少年達は、好奇心や些細なことから、覚せい

剤中毒への道を落ちて行く。そうさせないために、本作品

は覚せい剤の恐ろしさをえぐり出して行く。 

２１ シンナー・覚せい剤・麻薬
（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成8年 30分 若者がシンナーや覚せい剤に走った動機等を紹介する

とともにシンナー・覚せい剤・麻薬の作用、乱用による弊

害などを、わかりやすく科学的に解説。 

２２ 麻薬の害 
一橋出版（株） 

平成2年 30分 「麻薬の魔の手」から若者を守るために、麻薬の種類、

麻薬に走る動機、症状、取締りの様子などを、生々しい映

像で紹介し、麻薬の恐ろしさや悲惨さを強く訴える。 

２３ 薬物汚染を解剖する 
一橋出版（株） 

平成8年 25分 動物実験などをとおして、薬物の作用、乱用の弊害など

を事例を示しながら明らかにし、薬物汚染の全容に迫る。

２４ ＨＥＬＰ ＭＥ 覚せい剤の恐
ろしさを知っていますか 

不二映画㈱ 

平成8年 31分 女子高生を主人公としたドラマで、覚せい剤の乱用の

実態を描くとともに、薬物の害、危険性などを科学的にとら

えながら、暴力団の巧妙な手口や覚せい剤の乱用によっ

て身が破滅する怖さを訴える。 

２５ 健康に生きる ＮＯ！薬物乱
用 

（株）東京シネビデオ 

平成9年 22分 覚せい剤と大麻を例に、その薬理作用を動物実験で、

人体への影響をアニメーション、イラストで示す。また、薬

物汚染、覚せい剤精神病、大麻精神病などをあげ、恐ろ

しい薬物乱用の害をわかりやすく解説。 

 

２６ ストップＤＲＵＧ 薬物・その本
当の恐ろしさをあなたはしら

ない 

現代映像㈱ 

平成9年 20分 専門医などの解説を加えながら、十代の若者に広がる

覚せい剤汚染の現状、薬物の心身への影響、民間自助ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟで薬物依存から立ち直ろうとする人々の姿等を通じ

て、薬物の恐ろしさを訴える。 

２７ 「ダメ。ゼッタイ。」マリファナの
恐怖（ハート・イーターに気を

つけろ） 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成8年 18分 パソコンによる少年の薬物乱用防止についての正しい

知識を、ダメゼッタイ博士と学習するやさしいビデオ。特に

マリファナ限定でなく、薬物全体のビデオでである。小学

校高学年から中学生向け。 

 

２８ 「ブレイン・クラッシャー」（覚せ
い剤は君の脳を破壊する。） 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成8年 22分 ダメゼッタイ博士によるゼミナール形式で、覚せい剤の

乱用について小学校高学年の児童に分かるように、アニ

メーションとコンピュータグラフィックを取り入れて作成して

いる。小学校高学年から。 

２９ 薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 
（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成9年 21分 薬物乱用問題に対して、ダメゼッタイ博士が解説するＱ

＆Ａ方式のビデオ。薬物乱用をやさしく解説して、全体的

に明るいイメージで作られている。中学生向けの制作であ

るが、小学校高学年でも可。 

３０ 「ダメ。ゼッタイ。」君の薬物乱用防止
「ダメ。ゼッタイ。」スクール 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止 

センター 

 

平成11年 21分 ダメゼッタイ博士とダメゼッタイ君の対話形式で展開す

る。薬物の与える脳や身体への影響について、コンピュー

タグラフィックスを多用し、特に小学校高学年にも分かり易

く解説されている。 



番号 題名及び制作会社 制作年 時間 内容 

３１ 「なくした自由」 
文部省 

 

平成11年 ２２分 薬物依存から立ち直ろうとしている若者の画像を通じ 

て、薬物乱用の危険性、有害性の本質について伝えてい

る。高校生から保護者向け。 

３２ ダメ。ゼッタイ君の薬物乱用防止教
育ビデオ「走れダメ。ゼッタイ

号」 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成12年 ２０分 アニメーションとコンピュータグラフィックスを取り入れク

イズラリーを行いながら薬物乱用についての問題点をやさ

しく解説している。各チェックポイントごとに問題を挙げ、

学習していくビデオで小学校高学年からを対象としてい

る。 

３３ ドラッグワールドレポート パ
ート４ 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成８年 ２０分 我が国や世界における薬物乱用の現状や啓発活動に

ついて具体的活動の報告を取り入れて啓発活動のポイン

トをマニュアル化したビデオ。 

３４ 薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」 
（麻薬取締官OB講演編） 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成１１年 ２０分 麻薬取締官OBが薬物乱用の重要ポイントを解説したも

の。これから薬物乱用防止講習会の講師をされる方の参

考となるビデオ。 

３５ 手の中の悪魔 
青少年健全育成ビデオ制作

委員会 

平成１１年 ２５分 ごく普通の高校生が友達の誘いで薬物に手を染めてか

ら薬物を断ち切るまでの過程を描いたアニメ。「真実の使

者」が登場して主人公にフラッシュバックなどの薬物の恐

怖を訴えるビデオ。 

３６ 転落の十字路 
－忍び寄る覚せい剤－ 

警視庁生活安全部 

平成１１年 ２３分 女子高生がシンナーに続いて覚せい剤に手を出し、女

子少年院に送致されるまでを実話に基づき制作したビデ

オ。動物実験をおりまぜながら、薬物汚染の悲惨さを訴え

ている。 

３７ ストップ・ザ・薬物 
－自分をだいじにしよう－ 

（財）日本学校保健会 

平成12年 ２８分 薬物を乱用してはいけないということを「自分を大事に

する気持ちや行動の結果」と結びつけ、解説している。

「たばこ」「アルコール」についても薬物乱用の入り口として

警告しており、「薬物はこわい」ということを自分で考え、気

付いていくように話をすすめている。小学校高学年を対象

としたビデオ。 

３８ ＮＯ！ 
脳からの警告 

文部省 

平成１１年 ２４分 タレントの渡辺徹さんが進行を務め、薬物の依存性に

ついて分かりやすく解説している。薬物の恐ろしさについ

て中学生の視点でとらえ、中学生自身が考えるように構成

したビデオ。中学生向け。 

３９ 健康な心とからだシリーズ 
薬物乱用 

東映㈱ 

平成１１年 １５分 シンナー、覚せい剤を中心に、身体への害、社会的影

響など薬物の恐ろしさを解説し、薬物の誘いを断る重要

性を訴える。小中学生向け。 

４０ 

 

「大切にしよう！心とからだ」シリーズ 

２巻 シンナー・覚せい剤・ド

ラッグ 

アーニ出版 

平成10年 ２０分 アーニ出版代表の北沢杏子氏が中学生を対象に行っ

た授業をベースにビデオにまとめたもの。有機溶剤や覚

せい剤を用いた動物実験や元薬物依存者へのインタビュ

ーで、身体的依存、幻視・幻聴、フラッシュバックなどの実

態を知る。ビデオの台本付き。中学生向け。指導者にも。

４１ 証言－薬物依存 
一橋出版㈱ 

平成10年 ２５分 薬物依存症患者たちが証言した薬物の体験談を、導入

／好奇心／告白／生活／妄想／敗北／過信／代償／

明日の項目ごとにまとめてある。視聴者に自ら考え、討論

し、結論（心構え）を導かせることを目的とする構成。高校

生から一般向け。 

４２ 

 

薬物乱用防止ビデオ教材 

第１編 薬物乱用の誘惑 

事例に学ぶ こんなとき、あな

たならどうしますか？ 

㈱社会保険出版社／㈱エク

セス 

平成12年 ２０分 薬物乱用を誘われたときに、いかに断るかを４つの事例

（シンナー、覚せい剤、大麻、合法ドラッグへの誘い）を通

じて学ぶ、ケース・スタディー方式で構成。青少年が薬物

に接触する実際的な場面を想定し、ビデオを通して自ら

考え、ともに話し合う機会を提供することを想定して製作さ

れている。中学生、高校生向け。 

４３ 薬物乱用防止ビデオ教材 
第２編 薬物乱用の対策 

薬物乱用社会の実相 

㈱社会保険出版社／㈱エク

セス 

平成12年 ２７分 薬物乱用の現状と乱用薬物の正しい知識を紹介し、

「薬物乱用は許さない」という倫理的な意識を高める。成

熟社会におけるドラッグ社会の実相に迫り、薬物を乱用す

る若者の心理、薬物乱用者への対応の仕方も示す。保護

者、地域住民向け。 



番号 題名及び制作会社 制作年 時間 内容 

４４ 映画 
DRUG 

(社)青少年育成国民会議 

平成１３年 １１３

分 

文部科学省選定作品。覚せい剤に手を染めて、心身と

もに荒廃の一途をたどる若者たちの姿と、その若者たちを

めぐる家族・友人そして社会を描いた作品。覚せい剤の

恐ろしさを映像でリアルに訴えている。 

学生、父母、教員、地域住民向け。 

４５ 破滅！薬物乱用の恐怖 
一橋出版 

 20分 
 

薬物乱用のために、薬物依存症になってしまった女性

へのインタビュー、治療にあたる現場の医師、薬物依存症

の若者の更正に努める高等学校の教師に取材し、薬物の

恐ろしさと、薬物乱用が与える身体・精神・社会への影響

を理解させ、絶対に手を出さないという毅然とした姿勢と

強い意志を持たせるよう訴えている。 

４６ 薬物乱用教育指導者用ビデオ 
育てたい 生きる力 
喫煙、飲酒、薬物乱用防止のために 

財団法人 日本学校保健会 

 58分 ある中学校で行われた「ライフスキル教育」を取り入れ
た喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育のドキュメントを軸に構

成している。授業の進め方や留意点について、専門家の

解説や、今後の薬物乱用防止教育に必要な提言など、具

体的な指導方法の紹介を行っている。 

また、添付されている解説書には、学習指導案、効率

的な指導のためのプログラムが掲載されており、それぞれ

の学習指導要領に基づいた応用が可能となっている。指

導者向け 
４７ みんなでチャレンジ！ 
薬物乱用はダメ。ゼッタイ。 

財団法人 麻薬･覚せい剤乱

用防止センター 

平成13年
3月 

21分 薬物乱用の現状、薬物乱用はなぜ恐ろしいのか？に
ついての解説、薬物乱用による脳などの身体に及ぼす悪

影響についての解説、乱用される薬物についての説明な

どをアニメ・CG を使用して制作してあります。対象は小学

校高学年から一般の大人まで利用できます。 

４８ 乱用薬物実験シリーズ 2 巻 
実験！シンナー 
―付 依存性をもつドラッグ― 
アーニー出版 

平成13年
3月 

20分 薬理作用の強いトルエンを使っての動物実験（ロータ・
ロードテスト、能動的回避実験他）を見せ、有機溶剤が脳

の神経細胞や軸索の膜を溶かして変化させ、ドパミンの抑

制や、過放出を惹起すること、ついで受容体の感受性の

低下が乱用を惹き起こすことなどを図解して警告する。後

半に脱法ドラッグを加え、インターネットなどで用意に入手

できる脱法ドラッグを数種類見せ、それらの依存性と人体

への害を力説している。中学生以上向け 

４９ 乱用薬物実験シリーズ 4 巻 
実験！覚せい剤 
アーニー出版 

平成13年
3月 

20分 マウスやラットを使って覚せい剤投与後の常動行動や
条件付け場所選考試験を見せ、乱用者が場所や環境に

過剰反応を示して乱用に陥っていく過程を実証している。

中学生以上向け 

５０ 乱用薬物実験シリーズ 5 巻 
実験！コカイン・ヘロイン 

アーニー出版 

平成13年
3月 

20分 マウスにコカイン、モルヒネ、ナロキソンを投与し、それぞ
れの薬理作用の説明と、特に薬理作用のサイクルが短い

コカインの乱用への注意を呼びかけている。 

中学生以上向け 

 ５１ 助けを求めない人をどう援助
するか 
第 1 巻 否認の心理とイネイブリング

～なぜ問題をみとめないのか？～ 
ジエムコ出版株式会社 

 32分 「否認」は現実から目を背ける本人と、それを助ける周
囲の人によって成立している。アディクション（嗜癖）の問

題を持つ人に正しい援助をするためには、まず「否認」を

続ける本人の心理と、それを許してしまう周囲の人の役割

を理解する必要がある。その上で「問題を手放して、責任

を本人に返す」ために周囲のどのような対応が必要かを解

説していく。 

 ５２ 薬物乱用はダメ。ゼッタイ。 
緊急レポート「君の脳が狙わ

れている！」 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成14年
3月 

21分 薬物乱用問題に対する正しい知識を中学生、高校生、
大人に普及啓発するために、分かり易く制作されていま

す。とくに、乱用されている薬物の身体に及ぼす悪影響、

弊害について、薬物乱用の状況を解説してあり、また、薬

物乱用防止についての指針も取り上げられています。 

 ５３ 薬物乱用はダメ。ゼッタイ。 
『もとう！正しい知識とことわ

る勇気』 

（財）麻薬・覚せい剤乱用防止

センター 

平成15年
2月 

20分 小学校高学年から中学生を対象に薬物乱用がいかに
危険で、恐ろしいかをアニメーション実写を取り入れて、分

かり易く、身体に及ぼす悪影響、弊害について解説してあ

り、また、乱用の状況も等も解説されています。薬物乱用

は「ダメ。ゼッタイ。」を身につけましょう。 



 

啓発用リーフレット（必要に応じて無償で提供） 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

「今こそストップ！薬物乱用」 

「健康に生きる 恐ろしい薬物乱用」 

「麻薬、コカイン、マリファナに御注意」 

「ご存じですか？不正大麻・けし撲滅運動」 

「薬物乱用防止高校生会議リーフレット」 

「薬物乱用はダメ。ゼッタイ。健康に生きよう」 

（中学生から一般都民用） 

（小学校高学年から中学生用） 

（海外渡航者用） 

（大麻・けし撲滅運動の啓発）５月から７月まで 

（薬物乱用防止高校生会議活動結果） 

（薬物乱用防止啓発用小冊子） 

 

  （１）                    （２）                     （３）  

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発用パネル（セットのうち一部の貸出も可能） 

（１） 軽量カラーパネル（一般的、8 枚組、（財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター作成） 

①乱用される薬物の種類②覚せい剤、シンナーの人体への影響③覚せい剤の神経細胞作用 

④覚せい剤乱用の悪循環⑤おそろしい再燃現象（フラッシュバック）⑥薬物乱用のきっかけ 

⑦シンナーくらいの甘い考えが死を招く⑧青少年を薬物乱用から守るには 

4 セット 
 

（２） 軽量カラーパネル（一般的、１０枚組、（財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター作製） 

①世界の薬物乱用状況②１回でも乱用すると中枢神経を冒されて脳や体はもうメチャクチャ！  

③薬物乱用はいったんはじめると、やめられなくなります ④一度こわれた脳は、もとにもどらない 

⑤大麻＝マリファナの各種形状 ⑥手・脚に多数の注射痕 ⑦コカイン ⑧覚せい剤 

⑨アヘンとケシからつくられる麻薬 ⑩ＬＳＤと２Ｃ－Ｂ（幻覚剤） 

1 セット 

 
 

（３） 軽量カラーパネル（一般的、５枚組、㈱社会保険出版社作製） 

薬物Ｑ＆Ａシリーズ  

①疲れがとれるって聞くけれど？ ②覚せい剤は恐いけれど、スピードなら軽いんでしょ？ 

③ダイエットに効くって本当？ ④１回だけなら大丈夫でしょう？ ⑤大麻、マリファナは恐くないって聞

いたけれど？ 

１セット 

 

（４） けし・大麻カラー写真パネル（４枚組） １セット 
 



 
その他 

 （１） 覚せい剤容量見本 ５セット 

 （２） 薬物標本（アタッシュケース入、17種類の薬物見本） ２セット 

 （３） 薬物標本（アタッシュケース入、11種類の薬物見本） １セット 

 （４） 模造麻薬見本（8.5cm×13cm、８種類の薬物見本、大蔵省・税関作製） ４セット 

（５） テレビデオ＆薬物乱用防止パネル付啓発用ボックス 

（縦90cm×横90cm×高さ185cm、全開時で両翼約250cm） 

１セット 

（６） 啓発用着ぐるみ（「ダメ。ゼッタイ。君」、105cm×170cm） １セット 

（７） 啓発用キャラクター人形（「ダメ。ゼッタイ。君」、65cm×100cm、） １セット 

（８） 横断幕（縦1.8m×横10m） 

「麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーの乱用をなくそう ダメ。ゼッタイ。」 

１枚 

（９） 垂れ幕（縦10m×横1.8m） 

「麻薬・覚せい剤・大麻・シンナーの乱用をなくそう ダメ。ゼッタイ。」 

１枚 

 

（10） のぼり旗（縦10m×横1.8m）、のぼり棒、のぼり台 

「薬物乱用はダメ。ゼッタイ。」 

多数（のぼり台のみ4つ）

各種講習会等啓発活動に御利用ください。 
 
啓発用資材の貸出等は、下記までお申し込みください。 
  申込先 

東京都健康局食品医薬品安全部薬務課麻薬対策係 

         郵便番号１６３－８００１ 

         東京都新宿区西新宿２－８－１ 都庁第一本庁舎 27 階北側 

         電話番号 ０３－５３２０－４５０５（ダイヤルイン） 
ＦＡＸ番号 ０３－５３８８－１４２６ 

    申込方法   

1 電話にて在庫、貸出の有無を確認 

         2 付録の「薬物乱用防止啓発用資材貸出申込書」（コピー可）に必要事項記

載の上、FAX 又は郵送で申し込みください。 



薬物乱用防止パネル（１） 

 

サイズ：B2 サイズ（約 73.5 センチ×104.0 センチ） 

※アルミフレーム付 

 

 

 



薬物乱用防止パネル（２） 

 

 

サイズ：B2 サイズ（約 72.8 センチ×51.5 センチ） 

※アルミフレーム付 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

⑨ ⑧ 

⑥ ⑤ 

③ ② 
① 
④ 
⑦ 
⑩ 



薬物乱用防止パネル（３） 

 

サイズ：B2 サイズ（約 73.5 センチ×104.0 センチ） 
※アルミフレーム付 

 

④ 

① 
⑤ 

② 
③ 
⑥ 



東京都健康局食品医薬品安全部薬務課麻薬対策係 
Tel  03-5320-4505  Fax 03-5388-1426 
E-Mail S0000607@section.metro.tokyo.jp 

 
薬物乱用防止啓発用資材 貸出・配布申込書 

 

申込年月日 年  月  日（ ） 

配布・貸出方法 窓口 ・ 郵送 ・ 宅配便 ・ 交換便 ・ その他（           ） 

団体名（学校名）  

所在地 〒 

代表者・担当者 氏名 代表者：           担当者： 

連絡先 電話番号：          ＦＡＸ番号： 

使用目的 
 

 

１ 貸出 

貸出期間 年  月  日（ ）～     年  月 日（ ） 

返却予定日 年  月  日（ ） 

貸  出  資  材 数量 

啓発用ビデオ 題名                   番号  

１ 軽量カラーパネル（８枚組）  

２ 軽量カラーパネル（１０枚組）  

３ 軽量カラーパネル（５枚組）  
啓発用パネル 

４ けし・大麻カラー写真（４枚組）  

５ 覚せい剤容器見本（ガラスケース入り）  

６ 薬物標本（アタッシュケース入り：17 種の薬物見本）  

７ 薬物標本（アタッシュケース入り：11 種の薬物見本）  
見本・標本 

８ 構造麻薬見本（８．５ｃｍ×１４ｃｍ：8種の薬物見本）  

９ テレビデオ＆薬物乱用防止パネル付き啓発用ボックス  

10 啓発用着ぐるみ（１０５cm×１７０cm、「ダメ。ゼッタイ。君」）  

11 啓発用キャラクター人形（６５cm×１００cm、「ダメ。ゼッタイ。君」）  

12 横断幕（縦１．８m×横１０m）  

13 垂れ幕（縦１０m×横１．８m）  

14 のぼり棒、のぼり旗、のぼり台  

15   

その他 

16   
 

２ 配布 

配布予定日 年  月  日（ ） 

配  布  資  材 数量 

１ 今こそストップ薬物乱用 中学生・高校生・保護者用  

２ 健康に生きる 恐ろしい薬物乱用 小・中学生用  

３ 海外旅行をする皆さんへ～麻薬・コカイン・マリファナに御注意  

４ つられちゃダメ！シンナートルエン  

５   

リーフレット 

６   

７   
その他 

８   

 
麻薬対策係処理欄 

受付 年  月  日（ ） 印 貸出 
発送 年  月  日（ ） 印 返却 

確認 年  月  日（ ） 印 



講師派遣依頼書 
（宛先） 

・東京都健康局食品医薬品安全部薬務課麻薬対策係 

（FAX ０３－５３８８－１４２６） 

・      部薬事衛生事務所 

・      保健所生活衛生課医薬指導係 

 

（FAX 又は郵送でお申し込みください。） 

学校名 

（団体名） 

 

 

所在地 
 

 

（最寄りの交通機関） 

 

依 頼 

代 表 者 氏 名 

 

 

担 当 者

氏 名
 

連 絡 先 

電 話 番 号 

 

 

F A X

番 号
 

第一希望 

月  日  時  分 から  時  分まで 

第二希望 

月  日  時  分 から  時  分まで 
希望日時 

第三希望 

月  日  時  分 から  時  分まで 

講演内容 

 

 

 

 

対   象 
 

 
対象人数 

 

 

 

 

 

 

依 

 

頼 

 

条 

 

件 

 

等 

ビ デ オ 

利 用 可 否 
可      ・      否 

 



精神保健福祉センター

精神保健福祉センター 電話　０３（３８４２）０９４８

中部総合精神保健福祉センター 電話　０３（３３０２）７５７５

　所管区域 ：港区、新宿区、品川区、目黒区、大田区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、練馬区

多摩総合精神保健福祉センター 電話　０４２（３７６）１１１１

　所管区域 ：市町村（島しょを除く）

東京都保健所

精神保健福祉相談において、保健師等のスタッフが、薬物の問題で困っている本人や家族からの相談を受けている。

西多摩保健所 電話　０４２８（２２）６１４１

　所管区域 ：青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、奥多摩町、檜原村

八王子保健所 電話　０４２６（４５）５１１１

　所管区域 ：八王子市

南多摩保健所 電話　０４２（３７１）７６６１

　所管区域 ：日野市、多摩市、稲城市

町田保健所 電話　０４２（７２２）０６２１

　所管区域 ：町田市

多摩立川保健所 電話　０４２（５２４）５１７１

　所管区域 ：立川市、昭島市、国分寺市、国立市、東大和市、武蔵村山市

多摩府中保健所 電話　０４２（３６２）２３３４

　所管区域 ：武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小金井市、狛江市

多摩小平保健所 電話　０４２４（５０）３１１１

　所管区域 ：小平市、西東京市、東村山市、清瀬市、東久留米市

健康安全研究センター広域監視部

薬剤師の資格を持つスタッフが、薬物に関する一般相談を受けており、相談内容により各機関への紹介を行っている。

健康安全研究センター広域監視部東部薬事衛生事務所 　電話　０３（３６６３）４６９１

　所管区域 ：中央区、台東区、墨田区、江東区、足立区、葛飾区、江戸川区

薬物問題相談機関と内容

　薬物の問題で困っている本人や家族からの相談を受けている。スタッフは、保健婦、福祉及び心理等の専門職である。
　薬物依存症者を抱える家族などが、依存症について正しい知識を身につけ、自分自身を見直していくプログラムの実施を行う。

　所管区域 ：千代田区、中央区、文京区、台東区、墨田区、江東区、豊島区、北区、荒川区、板橋区、足立区、葛飾区、江戸川区、
             　　島しょ



健康安全研究センター広域監視部薬事監視指導課 電話　０３（５３２０）５９７３

東京都児童相談センター 　電話　０３（３２０２）４１５２

東京都教育相談センター 電話　０３（３４９３）８００８

　児童の性格・行動や精神･身体など学校教育に関する相談・助言を行っている。

関東信越厚生局麻薬取締部 電話　０３（３７９１）３７７９

警視庁総合相談センター 電話　０３（３５０１）０１１０

警視庁少年相談

警視庁少年相談室
電話　０３（３５８１）４３２１
　　　　内線３７０３２～４

警視庁ヤング・テレホン・コーナー(電話による少年相談) 電話　０３（３５８０）４９７０

大森少年センター 電話　０３（３７６３）００１２

世田谷少年センター 電話　０３（３４１９）００１９

新宿少年センター 電話　０３（３３７２）８３３５

巣鴨少年センター 電話　０３（３９１８）９２１４

台東少年センター 電話　０３（３８２８）１０４４

江戸川少年センター 電話　０３（３６５１）８５６７

立川少年センター 電話　０４２（５２２）６９３８

八王子少年センター 電話　０４２６（４２）１６７７

国立下総療養所 電話　０４３（２９１）１２２１

都立松沢病院 電話　０３（３３０３）７２１１

アルコール性の精神疾患患者に対する適切な医療を提供するための専門の病棟を有し、治療を行っている。

　薬物依存・中毒治療病棟を持ち、治療対象としている依存性薬剤は、覚せい剤、有機溶剤、アルコール、向精神薬、麻薬、大麻等多
様である。また、依存性薬物による急性～慢性の中毒性精神病症状に対して集中的治療を行うと同時に、作業療法、行動療法を含め
たリハビリによって依存性薬物からの脱却を支援する医療を行っている。

　所管区域 ：千代田区、港区、品川区、目黒区、大田区、渋谷区、世田谷区、新宿区、文京区、中野区、杉並区、豊島区、北区、
             　　　　荒川区、板橋区、練馬区

　薬物や少年問題に関する相談を受けている。相談内容により、薬物対策課に所属する警察官や心理職及び少年問題に経験の深い
警察官が対応している。

　薬物や非行問題などで困っている少年や家族及び教師等から、電話及び面接による相談を受けている。スタッフは、心理職及び少
年問題に経験の深い警察官である｡

　情報官が薬物の乱用者又はその家族からの相談を受け、事例によっては乱用者の周辺を含め捜査し、又は病院等他の機関を紹介
する。

　１８歳未満の児童の福祉に関する各種の相談、指導並びに医学的、心理的、教育学的、社会学的観点から見た精神保健上の判定、
必要な調査、あるいは児童の一時保護を行っている。
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平成15年度薬物乱用防止高校生会

発  行  東京都健康局食品医薬品安

      東京都新宿区西新宿二丁目
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三松株式会社 
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全部薬務課 
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